
黄
道
十
二
宮
の
星
座
名
に
つ
い
て

吉

野

政

治

は
じ
め
に

天
球
に
お
け
る
太
陽
の
軌
道
を
黄
道
と
言
い
︑
黄
道
の
南
北
幅
八
度
の

帯
を
黄
道
帯
と
言
う
︒
ま
た
︑
黄
道
が
天
の
赤
道
と
交
わ
る
一
つ
の
点
を

春
分
点
と
言
い
︑
春
分
点
を
始
発
点
と
す
る
一
周
三
百
六
十
度
の
黄
道
帯

を
三
十
度
ず
つ
に
分
け
た
も
の
を
黄
道
十
二
宮
と
言
い(1
)

︑
各
宮
に
存
在
す

る
星
座
名
を
そ
れ
ぞ
れ
の
宮
名
と
し
て
い
る(2
)
︒
現
在
の
日
本
で
は
黄
道
十

二
宮
は
次
の
よ
う
な
和
名
と
漢
名
が
用
い
ら
れ
て
い
る
︒
学
術
名

(ラ
テ

ン
語
)
も
合
わ
せ
て
掲
げ
る
︒

【和

名
︼

【漢

名
︼

【学
術
名
︼

お
ひ
つ
じ
座

白
羊
宮

A
rie
s

お
う
し
座

金
牛
宮

T
a
u
ru
s

ふ
た
ご
座

双
児
宮

G
e
m
in
i

か
に
座

巨
蟹
宮

C
a
n
ce
r

し
し
座

獅
子
宮

L
e
o

お
と
め
座

処
女
宮

V
irg
o

て
ん
び
ん
座

天
秤
宮

L
ib
la

さ
そ
り
座

天
蝎
宮

S
co
rp
iu
s

い
て
座

人
馬
宮

S
a
g
itta
riu
s

や
ぎ
座

磨
羯
宮

C
a
p
rico
rn
u
s

み
ず
が
め
座

宝
瓶
宮

A
q
u
a
riu
s

う
お
座

双
魚
宮

P
isce
s

本
稿
の
目
的
は
︑
い
つ
頃
日
本
に
黄
道
十
二
宮
が
伝
来
し
た
の
か
︑
そ

れ
ぞ
れ
の
宮
の
星
座
は
ど
の
よ
う
な
形
で
︑
ど
の
よ
う
に
呼
ば
れ
て
い
た

か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
︒

一



1

日
本
に
お
け
る
黄
道
十
二
宮
ま
た
そ
の
星
座
名
の
歴
史
を
た
ど
る
前
に
︑

古
代
中
国
に
お
け
る
星
座
の
捉
え
方
や
天
域
の
設
定
の
仕
方
を
簡
単
に
見

て
お
き
た
い
︒
江
戸
時
代
に
西
洋
の
天
文
学
が
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
ま

で
︑
日
本
は
中
国
天
文
学
に
専
ら
拠
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
︒

中
国
の
天
域
は
北
極
中
心
に
考
え
ら
れ
て
い
る
︒
紀
元
前
百
年
頃
に
成

立
し
た
﹃
史
記
﹄
の
天
官
書
で
は
全
天
を
五
つ
の
領
域
に
分
け
︑
北
極
を

囲
む
星
座
域
を
中
宮
と
し
︑
そ
の
他
の
星
座
域
を
七
つ
ず
つ
東
西
南
北
に

分
け
て
四
宮
と
し
た
︒
四
宮
に
属
す
る
星
座
の
名
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
︒

こ
れ
を
二
十
八
宿
と
呼
ぶ
︒

角
・
亢
・
氐
・
房
・
心
・
尾
・
箕

(以
上
東
方
七
宿
)

斗
・
牛
・
女
・
虚
・
危
・
室
・
壁

(以
上
北
方
七
宿
)

奎
・
婁
・
胃
・
昴
・
畢
・
觜
・
参

(以
上
西
方
七
宿
)

井
・
鬼
・
柳
・
星
・
張
・
翼
・
軫

(以
上
南
方
七
宿
)

ま
た
︑
春
秋
時
代
の
初
め
頃
か
ら
北
極
を
中
心
と
し
て
方
位
を
十
二
等

分
し
︑
そ
れ
を
十
二
支

(子
・
丑
・
寅
・
卯
・
辰
・
巳
・
午
・
未
・
申
・

酉
・
戌
・
亥
)
で
呼
ぶ
こ
と
も
行
わ
れ
て
い
た
︒
し
た
が
っ
て
︑
黄
道
も

十
二
等
分
さ
れ
て
十
二
支
に
配
さ
れ
て
い
る
︒
た
だ
し
︑
黄
道
十
二
宮
の

順
序
と
十
二
支
の
順
序
は
逆
に
な
る
︒
黄
道
十
二
宮
は
天
体
の
廻
転
に

随
っ
て
西
か
ら
東
へ
と
廻
る
の
で
あ
る
が
︑
十
二
支
は
南
面
し
て
東
か
ら

西
へ
の
順
序
で
配
さ
れ
て
い
る
︒
後
の
時
代
の
も
の
で
あ
る
が
︑
清
代
の

初
め
に
成
っ
た
游
子
六

(
游
芸
)
の
著
﹃
天
経
或
問
﹄
(康
煕
十
四
年

1
6
7
5？
序
)
に
次
の
よ
う
に
見
え
る
︒

今
定
二

周
天
一

為
二

四
象
限
一

︒
限
設
二

三
宮
一

︑
宮
分
二

三
十
度
一

︒

大
約
白
羊
戌宮

初
度
︑
交
二

壁
初
度
一

︒
金
牛
酉宮

初
度
︑
交
二

婁
五
度
一

︒

陰
陽
申宮

初
度
︑
交
二

昴
七
度
一

︒

巨
蟹
未宮

初
度
︑
際
二

参
末
井
初
一

︒
獅
子
午宮

初
度
︑
交
二

井
三
十
度
一

︒

双
女
巳宮

初
度
︑
交
二

張
七
度
一

︒

天
秤
辰宮

初
度
︑
交
二

軫
初
度
一

︒
天
蝎

卯宮

初
度
︑
際
二

亢
初
度
一

︒

人
馬
寅宮

初
度
︑
交
二

房
三
度
一

︒

磨
羯
丑宮

初
度
︑
交
二

箕
三
度
一

︒
宝
瓶
子宮

初

度
︑
交
二

牛
初
度
一

︒

双
魚
亥宮

初
度
︑
交
二

危
三
度
一

︒

(地
巻
﹁
度
属
不
同
﹂
)

さ
ら
に
中
国
で
は
天
の
赤
道
を
十
二
等
分
し
て
十
二
次

(星
紀
・
玄

枵
・
娵
訾
・
降
婁
・
大
梁
・
実
沈
・
鶉
首
・
鶉
火
・
鶉
尾
・
寿
星
・
大

火
・
析
木
)
と
し
た
︒﹃
明
史
﹄
の
天
文
志
で
は
︑
こ
の
十
二
次
の
名
を

十
二
宮
の
名
と
し
て
用
い
て
い
る
︒
黄
道
十
二
宮
は
黄
道
を
分
け
る
も
の

黄
道
十
二
宮
の
星
座
名
に
つ
い
て

二



で
あ
り
︑
十
二
次
は
天
の
赤
道
を
分
け
る
も
の
で
あ
る
か
ら
こ
の
代
用
に

は
無
理
が
あ
る
が
︑
こ
れ
は
中
国
の
伝
統
的
天
文
学
の
西
洋
化
に
反
発
す

る
守
旧
家
へ
の
刺
激
を
和
ら
げ
る
た
め
で
あ
っ
た
ろ
う
言
わ
れ
て
い
る(3
)

︒

2

さ
て
︑
西
洋
の
天
文
学
は
占
星
術
と
と
も
に
発
達
し
た
︒
西
洋
占
星
術

は
紀
元
前
三
千
年
頃
か
ら
遅
く
と
も
紀
元
前
一
千
年
頃
ま
で
に
バ
ビ
ロ
ニ

ア
に
発
し
た
と
さ
れ
る
︒
バ
ビ
ロ
ニ
ア
で
は
五
星

(水
星
・
金
星
・
火

星
・
木
星
・
土
星
)
を
神
の
意
志
を
伝
え
る
﹁
告
知
者
﹂
と
呼
ぶ
と
と
も

に
︑
黄
道
を
三
十
六
に
区
分
し
︑
そ
の
一
区
分
に
一
星
を
配
し
て
﹁
助
言

す
る
神
々
﹂
と
し
︑
三
星
に
一
つ
を
﹁
神
々
の
首
長
﹂
と
呼
ん
た
︒
そ
の

十
二
の
首
長
に
黄
道
十
二
宮
の
符
号
が
配
さ
れ
︑
十
二
宮
に
当
た
る
星
座

も
造
ら
れ
た
が
︑
そ
の
星
座
の
う
ち
︑
天
秤
・
牡
牛
・
双
子
・
蠍
・
射
手

の
六
座
は
現
在
用
い
ら
れ
て
い
る
も
の
と
同
じ
で
あ
る
と
い
う(4
)

︒
こ
の
バ

ビ
ロ
ニ
ア
の
占
星
術
は
イ
ス
ラ
ム
文
化
圏
へ
伝
わ
り
︑
イ
ス
ラ
ム
文
化
圏

か
ら
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
文
化
圏
へ
︑
さ
ら
に
イ
ン
ド
へ
と
伝
わ
っ
た
と
さ
れ
る
︒

イ
ン
ド
で
は
釈
迦

(
B
.C
.
5
6
5
-
4
8
7
)
の
弟
子
光
味
・
驢
唇
・
文
殊
な
ど

が
十
二
宮
を
十
二
神
と
観
じ
︑
十
二
月
に
配
当
し
て
︑
日
月
五
星

(七

曜
)
・
二
十
八
宿
と
と
も
に
人
類
の
守
護
神
と
し
た(5
)
︒
こ
れ
が
仏
教
の
伝

播
に
伴
っ
て
中
国
へ
も
伝
わ
っ
て
い
っ
た
が
︑
唐
の
時
代
に
は
イ
ン
ド
か

ら
善
無
畏
・
金
剛
智
・
不
空
ら
の
密
教
僧
が
中
国
に
渡
り
︑
新
し
い
経
典

を
訳
出
し
て
い
る
︒
注
目
し
た
い
の
は
︑
そ
の
新
し
い
経
典
の
中
に
不
空

訳
の
﹃
文
殊
師
利
菩
薩
及
諸
仙
所
説
吉
凶
善
悪
宿
曜
経
﹄
(略
し
て
﹃
宿

曜
経
﹄
)
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
︒
こ
の
﹃
宿
曜
経
﹄
は
密
教
と
陰
陽
道
が

呪
術
的
な
思
想
や
方
術
を
通
じ
て
結
び
つ
い
た
思
想
を
説
く
も
の
で
あ
り
︑

十
二
宮
二
十
八
宿
を
解
説
し
︑
星
宿
と
人
生
︑
七
曜
と
人
生
の
関
係
も
説

か
れ
て
い
る
が
︑
大
同
二
年
8
0
7
に
空
海
が
帰
朝
し
た
時
に
持
ち
帰
っ
た

経
典
の
中
に
︑
こ
の
﹃
宿
曜
経
﹄
が
あ
っ
た
︒

日
本
に
最
初
に
十
二
宮
が
現
れ
る
の
は
︑
こ
の
密
教
の
︑
星
曼
荼
羅
の

中
に
お
い
て
で
あ
る
︒
佐
和
隆
研
編
﹃
密
教
辞
典
﹄
(法
蔵
館
︑
昭
和
五

十
年

1
9
7
5
刊
)
の
﹁
十
二
宮
﹂
に
は
次
の
よ
う
な
説
明
と
図
(︻
附
図

1
︼
)
が
あ
る

(次
に
そ
の
説
明
を
掲
げ
る
が
︑
各
尊
を
一
字
で
表
示
し

た
梵
字
﹁
種
子
﹂
の
説
明
は
省
く
︒
宮
名
の
前
の
数
字
は
﹃
密
教
辞
典
﹄

に
付
け
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
︒
附
図
に
よ
っ
て
︑
そ
れ
ぞ
れ
の
宮
の

形
を
知
る
際
に
便
利
な
の
で
省
か
ず
に
記
す
)︒

東
方2

2
7
牛
密
宮
(
B
rsa
)
⁝
異
称
⁝
密
牛
宮

み
つ
ご
ぐ
う

・
金
牛

き
ん
ぎ
ゅ
う

宮
・
牛
宮

ご
く
う

︒
形
像

黄
道
十
二
宮
の
星
座
名
に
つ
い
て

三



⁝
臥
し
た
牡
牛
︒

2
2
8
白
羊
宮

び
ゃ
く
よ
う

(
M
e
sa
)⁝
異
称
⁝
羊
宮
︒
形
像
⁝
臥
し
た
羊
︒

2
2
9
夫
婦
宮
(
M
ith
u
n
a
)
⁝
異
称
⁝
男
女

な
ん
に
よ

宮
・
婬
宮
︒
形
像
⁝
菩
薩

形
2
尊

(一
尊
は
蓮
上
珠
を
持
つ
)︒

南
方2

4
5
磨
羯
宮
(
M
a
k
a
ra
)
⁝
形
像
⁝
大
魚
が
口
を
張
り
尾
を
あ
げ
る

相
で
鯱

し
ゃ
ち

に
似
る
︒

2
4
6
賢
瓶
宮
(
K
u
m
b
h
a
)
⁝
異
称
⁝
宝
瓶
宮
・
缶并

宮
︒
形
像
⁝
宝

瓶
に
蕾
つ
ぼ
み

蓮
華
3
個
︒

2
4
7
双
魚
宮
(
M
in
a
)
⁝
異
称
⁝
魚
宮
・
二
魚
宮
︒
形
像
⁝
2
魚

が
対
向
し
て
游
泳
す
る
相
︒

西
方2

9
3
秤
宮
(
T
u
la
)
⁝
異
称
⁝
秤
量
宮
・
天
秤
宮
︒
形
像
⁝
仙
人
風

の
老
人
が
裸
体
で
歩
き
な
が
ら
秤
を
持
つ
相
︒

2
9
4
弓
宮
(
D
h
a
n
u
)
⁝
異
称
⁝
天
弓
宮
・
人
馬

じ
ん
ば

宮
︒
形
像
⁝
弓
矢

を
持
っ
て
少
女
の
歩
行
す
る
相
︒
下
半
身
を
馬
と
す
る
旧
図

も
あ
る
︒

2
9
5
蝎
虫
宮
(
V
rse
cik
a
)
⁝
異
称
⁝
天
蝎
宮
︒
形
像
⁝

蝎
さ
そ
り

が
尾

を
あ
げ
た
相
︒

北
方3

5
4
少
女
宮
(
K
a
n
y
a
)
⁝
異
称
⁝
双
女
宮
・
室
女
宮
︒
形
像
⁝
菩
薩

座
像
で
︑
右
腕
は
肘
を
曲
げ
て
前
に
手
を
仰
げ
︑
左
拳
は
上
向

け
て
腰
に
置
く
︒

3
3
5
螃
蟹
宮
(
K
a
rk
a
ta
k
a
)
⁝
異
称
⁝
巨
蟹
宮
︒
形
像
⁝
巨
蟹
の
相
︒

3
5
6
師マ
マ

子
宮
(
S
im
h
a
)⁝
形
像
⁝
白
師
子
が
走
る
相
︒

黄
道
十
二
宮
の
星
座
名
に
つ
い
て

四

【附図 1】東寺伝真言院胎蔵界曼荼羅の十二宮図像
(佐和隆研編『密教辞典』法蔵館より)



京
都
東
寺
の
伝
真
言
院
胎
蔵
界
曼
荼
羅
は
空
海
が
帰
朝
し
た
時
に
持
ち

帰
っ
た
初
伝
本
の
正
統
に
属
す
る
も
の
で
︑
そ
の
様
式
は
﹁
平
安
朝
前
期

の
最
末
期
こ
ろ
に
置
か
れ
う
る
べ
き
も
の
﹂
と
言
わ
れ
る
が(6
)

︑
そ
の
外
縁

﹁
外
金
剛
院
﹂
の
四
方
に
右
の
﹃
密
教
辞
典
﹄
の
図
と
ほ
ぼ
同
じ
も
の
が

東
西
南
北
に
三
座
ず
つ
描
か
れ
て
い
る
︒
ま
た
︑
そ
の
伝
来
の
経
路
に
つ

い
て
は
不
明
で
あ
る
が
︑
奈
良
法
隆
寺
に
は
隋
時
代
の
仏
師
鞍
作
止
利
の

作
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
星
曼
荼
羅
が
あ
る(7
)

︒
中
央
の
内
院
に
阿
弥
陀
如
来

が
坐
し
︑
第
二
層
上
部
に
北
斗
七
星
︑
下
部
に
九
曜
を
配
し
︑
第
三
層
に

十
二
宮
︑
最
外
層
に
二
十
八
宿

(二
十
八
星
神
)
が
描
か
れ
て
い
る
が(8
)

︑

そ
の
第
三
層
の
十
二
宮
の
図
像
も
東
寺
の
伝
真
言
院
胎
蔵
界
曼
荼
羅
と
ほ

ぼ
同
じ
で
あ
る
︒

空
海
の
後
︑
真
言
密
教
で
は
常
暁
や
恵
運
が
入
唐
し
︑
新
し
い
宿
曜
道

の
経
典
や
図
像
・
彫
像
を
持
ち
帰
っ
た
︒
北
辰

(北
極
星
)
や
七
曜

(日

月
五
星
)
を
ま
つ
る
に
は
︑
本
尊
と
し
て
尊
星
曼
荼
羅
・
妙
見
曼
荼
羅
・

北
斗
曼
荼
羅
な
ど
と
呼
ば
れ
る
曼
荼
羅
図
が
作
ら
れ
る
が(9
)
︑
北
斗
曼
荼
羅

に
は
円
曼
荼
羅
と
方
曼
荼
羅
と
が
あ
る
︒
前
者
の
代
表
的
な
も
の
は
前
述

の
法
隆
寺
の
も
の
で
あ
る
が
︑
後
者
は
大
阪
府
久
米
田
寺
に
平
安
朝
の
仏

画
と
し
て
保
存
さ
れ
て
い
る
も
の
が
代
表
的
な
も
の
と
さ
れ
る(10
)
︒
こ
れ
は

中
央
の
頂
輪
王
を
め
ぐ
っ
て
仏
眼
尊
と
北
斗
七
星
を
置
き
︑
そ
の
外
側
に

九
曜
︑
そ
の
外
側
に
十
二
宮
二
十
八
宿
が
と
り
ま
く
形
で
あ
る
︒
以
上
の

星
曼
荼
羅
に
描
か
れ
て
い
る
図
像
は
い
ず
れ
も
は
ぼ
同
じ
で
あ
る
が
︑
い

く
ら
か
の
違
い
が
見
え
る
も
の
も
あ
る
︒
偶
々
管
見
に
入
っ
た
山
口
県
萩

市
見
島
讃
岐
坊

(
真
言
宗
)
所
蔵
の
方
曼
荼
羅(11
)

は
︑﹁
秤
宮
﹂
は
秤
だ
け

が
描
か
れ
︑﹁
弓
宮
﹂
も
弓
と
矢
だ
け
が
描
か
れ
︑
﹁
師
子
宮
﹂
は
唐
獅
子

風
の
も
の
が
座
り
︑
﹁
少
女
宮
﹂
に
は
二
尊
が
描
か
れ
て
い
る
︒

さ
て
︑
星
曼
荼
羅
に
描
か
れ
た
十
二
宮
は
ど
の
よ
う
な
名
で
呼
ば
れ
て

い
た
の
か
︒
先
に
引
用
し
た
﹃
密
教
辞
典
﹄
に
記
さ
れ
て
い
る
﹁
牛
密
宮

(
B
rsa
)﹂
な
ど
の
名
は
何
時
頃
の
も
の
で
あ
り
︑
併
せ
て
記
さ
れ
て
い
る

﹁
密
牛
宮

み
つ
ご
ぐ
う

・
金
牛

き
ん
ぎ
ゅ
う

宮
・
牛
宮

ご
く
う

﹂
な
ど
の
異
称
は
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
成
立

し
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
︒
こ
れ
ら
は
一
切
不
詳
で
あ
る
が
︑
江
戸
中
期
に

書
か
れ
た
天
野
信
景
の
﹃
塩
尻
﹄
に
﹁
密
家
胎
曼
多
羅
﹂
の
名
称
と
し
て
︑

○
十
二
宮
所
レ

属
云
々

按
︑
密
家
胎
曼
多
羅
有
二

宝
瓶
︑
磨
羯
︑
人
馬
︑
天
蝎
︑
天
秤
︑
双

女
︑
獅
子
︑
巨
蟹
︑
陰
陽
︑
金
牛
︑
白
羊
︑
双
魚
十
二
宮
一

︒
是
金

星
者
流
談
命
家
之
名
目
︑
而
密
家
私
為
二

己
之
家
事
一

︒

と
見
え
る
︒
こ
こ
に
見
ら
れ
る
名
は
﹃
明
史
﹄
(清
・
洪
武
十
六
年

1
3
8
3

成
︑
張
廷
玉
等
撰
)
巻
三
十
七
﹁
暦
志
﹂
に
﹁
洪
武
初
得
三

於
二

元
都
一

黄
道
十
二
宮
の
星
座
名
に
つ
い
て

五



(中
略
)
命
二

翰
林
李
翀
呉
伯
宗
同
回
回
大
師
馬
沙
亦

黒
等
一

訳
二

其
書
一

﹂
と
あ
り
︑

宮
数

白
羊
初

金
牛
一

陰
陽
二

巨
蟹
三

獅
子
四

双
女
五

天
秤
六

天
蝎
七

人
馬
八

磨
羯
九

宝
瓶
十

双
魚
十

一

と
あ
る
も
の
と
同
じ
で
あ
る(12
)
︒
明
代
以
降

(
1
3
6
8～
)

中
国
の
天
文
学
で
は
こ
れ
ら
の
名
が
用
い
ら
れ
て
お
り
︑

朝
鮮
製
の
天
文
図
で
も
太
祖
四
年

1
3
9
5
に
造
ら
れ
た

石
刻
星
図
﹁
天
象
列
次
分
野
之
図
﹂
を
始
め
と
し
て
こ

の
名
が
見
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
が
︑
日
本
で
は
も
っ
ぱ
ら

右
に
見
た
よ
う
に
密
教
の
世
界
で
の
み
用
い
ら
れ
て
い
た

よ
う
で
︑
現
存
す
る
日
本
製
の
天
文
図
に
は
現
れ
な
い
(13
)
︒

3

江
戸
初
期
に
は
前
節
に
見
た
密
教
系
の
も
の
と
は
別

に
西
洋
天
文
学
の
十
二
宮
が
お
よ
そ
四
つ
の
経
路
で
伝

わ
っ
た
よ
う
で
あ
る

(西
洋
星
座
図
の
一
例
と
し
て
︑

一
五
一
五
年
に
画
か
れ
た
デ
ュ
ー
ラ
ー
星
座
図
を
掲
げ

黄
道
十
二
宮
の
星
座
名
に
つ
い
て
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閣刊より)



て
お
く
︻
附
図
2
︼
)︒
一
つ
は
南
蛮
航
海
術
の
習
得
に
よ
り
︑
二
つ
は
キ

リ
ス
ト
教
イ
エ
ズ
ス
会
の
コ
レ
ジ
オ

(学
林
)
な
ど
で
用
い
ら
れ
た
教
科

書
に
よ
り
︑
三
つ
は
在
華
イ
エ
ズ
ス
会
宣
教
師
に
よ
る
漢
訳
天
文
書
の
輸

入
に
よ
り
︑
四
つ
は
オ
ラ
ン
ダ
人
か
ら
直
接
に
︑
あ
る
い
は
オ
ラ
ン
ダ
語

で
書
か
れ
た
天
文
学
書
に
よ
る
も
の
で
あ
る
︒
以
降
︑
こ
の
四
つ
の
系
統

そ
れ
ぞ
れ
の
実
例
を
掲
げ
︑
若
干
の
考
察
を
加
え
る
こ
と
に
す
る
︒

3

-
1

-
1

一
つ
め
の
南
蛮
航
海
術
に
よ
る
も
の
は
︑﹃
元
和
航
海
書
﹄

(元
和
四

年
1
6
1
8
自
序
︑
寛
永
七
年
1
6
3
0
加
筆
)
に
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
︒
こ

の
書
は
池
田
与
右
衛
門
が
﹁
葡
萄
牙
人
マ
ヌ
エ
ル
・
ゴ
ン
ザ
ロ

M
a
n
u
e
l

D
o
n
z
a
lo
と
い
ふ
本
邦
在
留
の
航
海
貿
易
家
に
就
い
て
航
海
の
術
を
学
び
︑

呂
宋
や
暹
羅
と
長
崎
と
の
間
の
航
海
を
誌
し
︑
緯
度
の
測
量
や
︑
気
象
の

観
測
︑
海
深
の
測
定
な
ど
を
は
じ
め
︑
暦
日
・
星
辰
・
風
位
・
海
潮
等
に

関
し
︑
或
は
機
械
を
示
し
つ
ゝ
︑
或
は
経
験
に
依
り
つ
ゝ
︑
航
海
に
関
す

る
種
々
の
心
得
ぐ
さ
を
記
載
し
た
﹂
も
の
で
あ
る
が

(新
村
出
監
修
﹃
海

表
叢
書
﹄
更
生
閣
書
店
︑
昭
和
三
年

1
9
2
8
刊
︑
新
村
出
解
説
)︑
そ
の

﹁
四
つ
の
デ
キ
リ
ナ
サ
ン
﹂
(﹁
四
年
ノ
日
々
記
ト
云
義
也
﹂
と
い
う
注
が

あ
る
)
の
説
明
の
中
に
次
の
よ
う
に
あ
る

(本
文
は
﹃
海
表
叢
書
﹄
に
よ

る
)︒一

マ
ル
ソ
と
云
月
の
廿
一
日
︑
廿
二
日
︿
日
本
の
二
月
の
中
の

比
﹀
に
︑
日
輪
︑
ヱ
キ
ヌ
シ
ア
ル
と
云
中
す
ち
に
あ
り
︑
ア
リ

ヱ
ス
と
云
羊
の
宿
の
初
に
入
︒
同
月
の
廿
三
日
よ
り
︑
日
輪
北

に
向
ツ
て
ゆ
く
︒

一

ジ
ウ
ニ
ヨ
ト
云
月
の
廿
二
日
︑
廿
三
日
︿
日
本
の
五
月
の
中
の

比
﹀
に
は
︑
中
す
ち
よ
り
北
へ
廿
三
ガ
ラ
フ
半
の
処
︑︿
廿
三

段
半
也
﹀
リ
イ
ネ
ヤ
︿
す
ぢ
と
云
こ
と
﹀
サ
ヴ
ナ
︿
か
で
ん
と

云
こ
と
﹀
テ
ン
ペ
ラ
ア
ダ
︿
中
庸
と
云
事
﹀
と
云
す
ぢ
に
至
る

也
︒
カ
ン
セ
ル
と
云
螉
の
宿
也
︒
同
月
の
廿
四
日
よ
り
︑
北
か

ら
中
す
ぢ
へ
日
輪
も
ど
る
︒

一

セ
テ
ン
ブ
ロ
と
云
月
の
廿
三
日
︿
日
本
の
八
月
の
中
の
比
也
﹀

に
︑
日
輪
︑
ヱ
キ
ヌ
シ
ナ
ル
と
云
す
ぢ
に
あ
り
︒
リ
イ
ブ
ラ
と

云
天
秤
の
宿
の
始
也
︒
同
月
の
廿
三
日
よ
り
日
輪
︑
ヱ
キ
ヌ
シ

ナ
ル
と
云
す
ぢ
よ
り
南
へ
向
て
ゆ
く
︒

一

テ
ゼ
ン
ブ
ロ
と
云
月
の
廿
三
日
︿
日
本
の
十
一
月
︑
中
の
比
︑

冬
至
の
ま
へ
﹀
に
は
︑
日
輪
南
の
サ
ヴ
ナ
︑
テ
ン
ベ
ラ
ア
ダ
に

至
る
︒
︿
中
す
ぢ
よ
り
南
へ
廿
三
半
の
と
こ
ひ
な
り
﹀
カ
ピ
リ

黄
道
十
二
宮
の
星
座
名
に
つ
い
て
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カ
ウ
ル
ニ
ヨ
と
云
野
牛
の
角
の
宿
︒
同
月
の
廿
四
日
よ
り
︑
日

輪
南
よ
り
中
へ
も
ど
る
︒

ア
リ
ヱ
ス

A
a
rie
s,
カ
ン
セ
ル

C
a
n
ce
r,
リ
イ
ブ
ラ

L
ib
ra
,
カ
ピ
リ
カ

ウ
ル
ニ
ヨ

C
a
p
rico
n
io
は
︑
春
分
・
夏
至
・
秋
分
・
冬
至
の
時
に
太
陽

が
位
置
す
る
所
に
あ
る
星
座
で
あ
る
︒
こ
の
う
ち
ア
リ
ヱ
ス
は
﹁
日
を
と

る
事
﹂
(﹁
ナ
ン
バ
ン
に
ト
マ
ソ
ラ
ル
と
云
︑
日
を
と
る
と
云
こ
と
︑
日
本

に
て
は
日
を
は
か
る
と
云
べ
き
な
り
﹂
と
い
う
注
が
あ
る
)
の
段
に
も
次

の
よ
う
に
﹁
ア
リ
ヱ
ス
の
シ
イ
ノ
と
云
羊
の
宿
﹂
と
見
え
る

(シ
イ
ノ

S
ig
n
o
は
宿
の
意
)︒

一

日
輪
生
得
の
廻
り
は
︑
西
よ
り
東
へ
廻
る
こ
と
︑
マ
ル
ソ
︿
ナ

ン
バ
ン
の
三
月
也
﹀
の
廿
二
日
︿
日
本
二
月
の
中
よ
り
二
日
前
︑

日
夜
等
分
﹀
ア
リ
ヱ
ス
の
シ
イ
ノ
と
云
羊
の
宿
よ
り
廻
り
初
て
︑

明
年
の
同
月
の
廿
一
日
に
は
︑
同
宿
に
廻
着
︑
日
数
三
百
六
十

五
日
六
時
︿
日
夜
︑
廿
四
時
に
配
す
る
の
六
時
也
﹀
に
粗
至
に

依
て
︑
一
年
を
三
百
六
十
五
日
に
定
︑
四
年
に
一
日
の
潤
を
加

ふ
︒

カ
ン
セ
ル
(
か
に
座
)
は
﹁
螉
の
宿
﹂
と
あ
る
が
︑
﹃
日
本
科
学
古
典
全

書
﹄
(朝
日
新
聞
社
刊
)
の
﹁
蠏
の
宿
﹂
の
翻
刻
に
従
う
べ
き
で
あ
ろ
う

(﹁
蠏
﹂
は
︑﹁
蟹
﹂
の
異
体
字
)︒
﹁
螉
﹂
は
﹃
説
文
﹄
に
﹁
螉
︑
蟲
在
二

牛
馬
皮
一

者
︑
从
レ

虫
翁
聲
﹂
と
あ
り
︑
﹃
玉
篇
﹄
に
﹁
螉
︑
小
蜂
﹂
と

あ
っ
て
︑
ア
ブ

(虻
)
を
意
味
す
る
よ
う
で
あ
る
︒
ま
た
︑
カ
ピ
リ
カ
ウ

ル
ニ
ヨ

(や
ぎ
座
)
は
﹁
野
牛
の
角
の
宿
﹂
と
説
明
さ
れ
て
い
る
が(14
)

(﹃
日
葡
辞
書
﹄
に
﹁
Y
a
g
iū
ヤ
ギ
ュ
ゥ

(
野
牛
)
N
o
n
o
v
x
i
(
野
の
牛
)

牡
山
羊
あ
る
い
は
牝
山
羊
﹂
と
あ
る
)︑
曼
荼
羅
で
は
﹁
大
魚
が
口
を
張

り
尾
を
あ
げ
る
相
で

鯱
し
ゃ
ち

に
似
る
﹂
怪
魚
の
形
で
描
か
れ
て
い
た
︒
こ
の

形
は
古
代
バ
ビ
ロ
ニ
ア
の
標
石
に
既
に
現
れ
て
い
る
が
︑
ギ
リ
シ
ャ
神
話

で
は
羊
と
羊
飼
い
の
守
護
神
の
パ
ー
ン
が
怪
物
に
追
わ
れ
て
河
に
飛
び
込

ん
だ
際
に
︑
水
に
漬
か
っ
た
下
半
身
は
魚
の
形
に
な
り
︑
上
半
身
は
山
羊

の
形
に
な
っ
た
と
さ
れ
︑
そ
の
姿
が
星
座
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
︒
こ
の

形
は
日
本
人
に
は
理
解
し
が
た
か
っ
た
よ
う
で
︑
後
に
見
る
よ
う
に
蘭
学

者
た
ち
も
ス
コ
ル
ピ
ユ
ー
ン

(さ
そ
り
座
)
と
混
同
し
て
い
る
も
の
が
見

ら
れ
る
︒
ち
な
み
に
︑
こ
の
カ
ピ
リ
カ
ウ
ル
ニ
ヨ
を
め
ぐ
る
東
西
の
不
可

思
議
な
形
に
つ
い
て
石
田
五
郎
氏
は
﹁
密
教
は
十
二
宮
を
天
部
の
格
で
教

義
体
系
に
組
み
込
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
が
︑
こ
の
姿
が
密
教
と
西
洋
占
星
術

の
接
点
を
示
す
よ
う
な
気
が
し
て
な
ら
な
い
﹂
と
言
わ
れ
る(15
)
︒

黄
道
十
二
宮
の
星
座
名
に
つ
い
て

八



3

-
1

-
2

長
崎
在
住
の
西
川
如
見
も
ま
た
南
蛮
紅
毛
貿
易
に
よ
っ
て
伝
わ
っ
た
黄

道
十
二
宮
の
こ
と
を
知
り
︑
そ
の
図
像
も
見
て
い
た
よ
う
で
あ
る
︒﹃
天

文
義
論
﹄

(正
徳
二
年

1
7
1
2
序
)
に
﹁
今
来
紅
毛
人
持
渡
れ
る
処
の
星

図
を
看
る
に
︑
其
の
星
の
形
皆
獣
類
の
像
に
配
し
て
︑
其
の
星
の
様
体
︑

唐
土
の
名
づ
く
る
形
に
は
非
ず
⁝
戎
蛮
紅
毛
等
星
宿
を
以
て
獣
形
と
為
る

事
は
︑
中
華
に
於
て
三
十
六
禽
を
定
め
て
星
宿
に
配
し
て
方
角
を
主
ど
ら

し
む
る
に
似
た
り
﹂
(乾
巻
)
と
あ
り
︑

(正
徳
四
年
1
7
1
4
序
)
に
も
同

様
の
文
章
が
見
え
︑
さ
ら
に
巻
之
一
﹁
紅
毛
十
二
宮
名
号
図
解
﹂
に
各
宮

の
説
明
が
次
の
よ
う
に
あ
る
︒

宝
瓶

ア
ン
ハ
ア
リ
ヨ
ス

ワ
ア
ト
ル
ダ
ラ
ア
カ
ル

人
水
器
ヲ
捧

テ
水
ヲ
溢
ス

磨
羯

カ
ア
ペ
ル

ボ
ツ
コ

野
牛
ノ
形
ヲ
画
ス

人
馬

サ
ギ
タ
ア
リ
ヨ
ス

ホ
ウ
ゴ
メ
ン
ス

人
弓
ヲ
持
テ
馬
ニ
乗

天
蝎

シ
ゴ
ル
ヒ
ヨ
ス

ス
コ
ル
ピ
オ
ン

青
キ
蜈
蚣
ノ
形

天
秤

リ
フ
ラ

ピ
ン
パ
ン

金
銀
掛
ル
天
ビ
ン

双
女

ヒ
ル
ゴ

ウ
ヱ
イ
ヒ

両
女
立
双
ベ
リ

獅
子

レ
ウ
ヲ

レ
ウ
ウ

獅
子
獣
ノ
形

巨
蟹

カ
ン
ケ
ル

ト
ロ
ウ
ピ
ス
ケ
レ
ウ

赤
キ
大
蟹

陰
陽

キ
ミ
ニ

テ
ベ
ー
ワ
ン
ギ

双
児
ノ
形

金
牛

タ
ウ
リ
ス

ヲ
ウ
ス

異
牛
ノ
形

白
羊

ア
ヽ
リ
ヤ
ス

シ
カ
ア
ペ
ン

白
キ
羊
ノ
形

双
魚

ピ
シ
ス

テ
ペ
ー
ヱ
ヘ
イ
ン

二
魚
ノ
形

さ
ら
に
こ
の
図
の
下
に
次
の
よ
う
な
説
明
が
あ
り
︑
中
国
の
次
名
と
西

洋
の
黄
道
十
二
名
の
関
係
が
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
︒

十
二
宮
各
有
二

宮
名
ト

次
名
一

︒
紅
毛
等
ハ

唯
用
二

宮
名
ヲ
一

而
不
レ

用
二

次
名
ヲ
一

歟
︒
未
ダ
レ

知
二

其
号
名
ヲ
一

︒
雖
レ

然
︑
視
ミ
バ
レ

所
ヲ
二

図
画
ス
一

則
在
二

鶉
首
鶉
尾
等
之
次
禽
一

何
ゾ

莫
二

其
次
名
一

乎ヤ

︒

蛮
語
之
名
各
有
ル
二

一
宮
二
名
一

者ハ

︑
以
二

紅
毛
語
蛮
語
之
二
名
ヲ
一

乎カ

︒
又
其
宮
ト

次
ノ

両
名
乎カ

︒

『明
史
﹄
の
天
文
志
で
は
黄
道
十
二
宮
の
名
を
十
二
次
に
当
て
た
こ
と

は
先
に
述
べ
た
が
︑
次
名
と
黄
道
十
二
名
の
関
係
に
つ
い
て
は
如
見
の
子

で
あ
る
西
川
正
休
の
﹃
大
略
天
学
名
目
鈔
﹄

(
享
保
十
五
年

1
7
3
0
刊
)

に
も
次
の
よ
う
に
触
れ
ら
れ
て
い
る
︒

十
二
宮
ヲ
一
宮
各
々
二
ツ
ニ
分
テ
︑
宮
次
ノ
名
ヲ
︑
古
人
定
メ
置
キ

ヌ
ル
コ
ト
︑
最
深
キ
理
有あ
ら

ン
︒
其
名
左
ノ
如
シ
︒

子
宮

宝
瓶

次

玄
枵

丑
宮

磨
羯

次

星
紀

黄
道
十
二
宮
の
星
座
名
に
つ
い
て

九



寅
宮

人
馬

次

析
木

卯
宮

天
蝎

次

大
火

辰
宮

天
秤

次

寿
星

巳
宮

双
女

次

鶉
尾

午
宮

獅
子

次

鶉
火

未
宮

巨
蟹

次

鶉
首

申
宮

陰
陽

次

実
沈

酉
宮

金
牛

次

大
梁

戌
宮

白
羊

次

降
婁

亥
宮

双
魚

次

娵
訾

西
川
親
子
が
用
い
た
黄
道
十
二
宮
の
名
は
﹃
明
史
﹄
の
回
回
暦
法
に
見

え
る
も
の
で
あ
り
︑
後
に
見
る
在
華
イ
エ
ズ
ス
会
宣
教
師
た
ち
が
用
い
た

も
の
と
は
一
部
異
な
っ
て
い
る
が
︑
そ
の
こ
と
は
次
節
以
降
に
述
べ
る
こ

と
に
す
る
︒3

-
2

第
二
の
イ
エ
ズ
ス
会
の
コ
レ
ジ
オ

(学
林
)
な
ど
に
用
い
ら
れ
た
教
科

書
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
は
︑
小
林
貞
謙

(
1
6
0
1
-
1
6
8
3
)
の
﹃
二
儀

略
説
﹄
(寛
文
七
年
1
6
6
7
成
？
)
に
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
︒
こ
の
書
は

ペ
ド
ロ
・
ゴ
メ
ス

(
P
e
d
ro
G
o
m
e
z
1
5
3
5
-
1
6
0
0
)
が
日
本
の
コ
レ
ジ
オ

の
教
科
書
と
し
て
起
草
し
た
と
い
う
﹃
講
義
要
綱
﹄
C
o
m
p
e
n
d
iu
m
の

第
一
部
﹁
天
球
論
﹂
(
D
e
S
h
a
e
ra
)
の
内
容
を
伝
え
る
も
の
と
さ
れ
る(16
)

︒

し
た
が
っ
て
︑
本
書
に
見
ら
れ
る
星
座
名
は
ラ
テ
ン
語
で
書
か
れ
た
﹃
講

義
要
綱
﹄
を
訳
す
時
に
考
え
ら
れ
た
も
の
て
あ
ろ
う
︒
星
座
名
は
漢
名
が

用
い
ら
れ
て
い
る
が
︑
同
じ
星
座
に
複
数
の
名
が
見
ら
れ
る
も
の
が
あ
り
︑

日
本
に
お
け
る
星
座
名
の
歴
史
を
探
ろ
う
と
す
る
の
に
は
貴
重
な
資
料
で

あ
る

(本
文
は
岩
波
日
本
思
想
大
系
63
﹃
近
世
科
学
思
想

下
﹄
に
よ

る
)︒
例
え
ば
︑

右
ノ
黄
道
ヲ
十
二
分
ニ
ワ
リ
テ
︑
其
一
ヲ
宿
ト
号
シ
︑
十
二
獣
ノ
名

ヲ
付
タ
リ
︒
一
宿
各
三
十
度
ナ
リ
︒
獣
ノ
名
ヲ
付
タ
ル
コ
ト
︑
十
二

宿
星
ノ
ナ
ラ
ベ
ル
形
︑
其
獣
ニ
似
タ
ル
ユ
ヘ
ナ
リ
︒

羊
宿
・
牛
宿
・
二
子
宿
・
蟹
宿
・
獅
子
宿
・
小
女
宿

コ
ノ
六
宿

ハ
北
ニ
ア
リ
︒

天
秤
宿
・
竜
宿
・
射
手
宿
・
野
牛
宿
・
流
水
宿
・
魚
宿

コ
ノ
六

宿
ハ
南
ニ
ア
リ
︒

此
等
ノ
宿
ニ
随
フ
テ
︑
四
節
隔
テ
分
レ
タ
リ
︒
太
陽
︑
白
羊
・
金

牛
・
双
兄
ヲ
通
ル
間
ハ
春
ナ
リ
︒
巨
蟹
・
獅
子
・
室
女
ヲ
通
ル
間
ハ

黄
道
十
二
宮
の
星
座
名
に
つ
い
て
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夏
ナ
リ
︒
天
秤
・
天
蝎
・
弓
馬
ヲ
通
ル
間
ハ
秋
ナ
リ
︒
磨
羯
・
流

水
・
大
魚
ヲ
通
ル
間
ハ
冬
ナ
リ
︒

(第
三

諸
層
宿
巡
環
ノ
不
同
ヲ
顕
ハ
ス
輪
線
ノ
事
)

と
い
う
箇
所
で
も
﹁
双
兄
宿
﹂
は
﹁
二
子
宿
﹂
と
も
呼
ば
れ
︑﹁
室
女
宿
﹂

は
﹁
小
女
宿
﹂
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
︒
別
の
箇
所
で
も
同
一
の
宿
が
別
名

で
呼
ば
れ
て
い
る
も
の
多
く
見
ら
れ
る
︒
そ
れ
ら
を
整
理
す
る
と
次
の
よ

う
に
な
る
︒

白
羊
宿
・
羊
宿

金
牛
宿
・
牛
宿

双
兄
宿
・
兄
弟
宿
・
二
子
宿

巨
蟹
宿
・
蟹
宿

獅
子
宿

室
女
宿
・
小
女
宿

天
秤
宿

天
蝎
宿
・
竜
宿

弓
馬
宿
・
射
手
宿

磨
羯
宿
・
野
牛
宿

流
水
宿

大
魚
宿
・
魚
宿

最
上
段
に
掲
げ
た
も
の
は
明
の
神
宗
の
萬
暦
の
初
め

(西
暦
一
五
八
〇

年
頃
)
に
中
国
に
入
っ
た
イ
エ
ズ
ス
宣
教
師
利
瑪
竇

リ

マ

ト

ウ

(
マ
テ
オ
・
リ
ッ
チ

M
a
te
o
L
itti)
に
よ
る
﹃
坤
輿
萬
国
全
図
﹄
(一
六
〇
二
年
成
)
の
﹁
天

地
儀
﹂
に
見
え
る
も
の

(
白
羊
・
金
牛
・
双
兄
・
巨
蟹
・
獅
子
・
室
女
・

天
秤
・
天
蝎
・
人
馬
・
磨
羯
・
宝
瓶
・
双
魚
)
と
同
じ
も
の
で
あ
る
︒
し

た
が
っ
て
︑
次
節
で
取
り
上
げ
る
在
華
イ
エ
ズ
ス
会
宣
教
師
に
よ
る
漢
訳

天
文
書
か
ら
の
例
と
す
る
こ
と
も
で
き
る
が
︑
こ
の
書
で
は
そ
れ
は
﹃
講

義
要
綱
﹄
を
訳
す
際
の
参
考
書
の
一
つ
と
し
て
利
用
さ
れ
た
だ
け
で
あ
り
︑

そ
れ
以
外
の
も
の
か
ら
も
広
く
拾
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
の
で

あ
る
︒

す
な
わ
ち
︑﹃
坤
輿
萬
国
全
図
﹄
に
見
ら
れ
る
名
は
﹃
明
史
﹄
の
﹁
回
回

暦
法
﹂
に
見
え
る
も
の
と
︑
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
が
︑
G
e
m
in
i
と

V
ilg
o
の

名
だ
け
が
異
な
る
︒﹁
双
兄
﹂
G
e
m
in
i・
﹁
室
女
﹂
V
ilg
o
は
﹁
回
回
暦
法
﹂

で
は
﹁
陰
陽
﹂
・
﹁
双
女
﹂
と
あ
っ
た
︒
お
そ
ら
く
利
瑪
竇
は
十
二
宮
名
を

漢
訳
す
る
に
あ
た
っ
て
﹁
回
回
暦
法
﹂
を
参
考
に
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る

が
︑
こ
の
二
宿
に
つ
い
て
は
西
洋
に
お
け
る
星
座
の
形
に
よ
っ
て
名
前
を

変
え
た
の
で
あ
ろ
う
︒
そ
う
で
あ
れ
ば
︑﹃
二
儀
略
説
﹄
に
こ
の
﹁
双

兄
﹂
・
﹁
室
女
﹂
の
名
が
見
ら
れ
る
こ
と
は
︑
こ
の
書
に
利
瑪
竇
系
の
知
識

黄
道
十
二
宮
の
星
座
名
に
つ
い
て
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が
流
れ
込
ん
で
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
こ
と
に
な
る
が
︑
S
a
g
itta
riu
s,

A
q
u
a
riu
s,
P
isce
s
に
は
﹃
坤
輿
萬
国
全
図
﹄
の
名
と
は
異
な
る
﹁
弓

馬
・
射
手
﹂﹁
流
水
﹂﹁
大
魚
・
魚
﹂
の
名
を
用
い
て
い
る
︒
ま
た
︑﹃
坤

輿
萬
国
全
図
﹄
と
同
じ
名
が
現
れ
る
宮
名
で
も
︑
そ
れ
と
は
異
な
る
名
も

用
い
ら
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
︒
G
e
m
in
i
の
﹁
兄
弟
・
二
子
﹂︑
V
ilg
o

の
﹁
小
女
﹂︑
S
co
rp
iu
s
の
﹁
竜
﹂︑
C
a
p
rico
rn
u
s
の
﹁
野
牛
﹂
が
そ
れ

で
あ
る
︒
す
な
わ
ち
﹃
二
儀
略
説
﹄
に
現
れ
る
十
二
宮
名
の
出
所
は
一
つ

で
は
な
い
の
で
あ
る
︒

具
体
的
に
星
座
の
形
に
つ
い
て
見
て
み
る
と
︑
A
q
u
a
riu
s
は
西
洋
の

古
星
座
図
で
は
人
に
横
抱
き
さ
れ
た
瓶
か
ら
大
量
の
水
が
流
れ
て
い
る
形

で
あ
る
︒﹁
流
水
﹂
の
名
は
そ
の
形
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
︒﹁
磨
羯
﹂
の

別
名
と
し
て
見
え
る
﹁
野
牛
﹂
は
﹃
元
和
航
海
書
﹄
に
も
﹁
野
牛
の
角
﹂

と
あ
っ
た
が

(ま
た
次
節
に
挙
げ
る
﹃
紅
毛
談
﹄
に
も
見
え
る
)︑
ほ
ぼ

同
じ
頃
に
刊
行
さ
れ
た
松
永
貞
徳
﹃
油
糟
﹄
(寛
永
二
十
年
1
6
4
3
刊
)
に

﹁
か
し
ら
も
鬚
も
ぬ
れ
渡
り
け
り
﹂
と
い
う
前
句
に
﹁
獅
子
や
ぎ
う

(野

牛
)
さ
て
も
書
た
る
油
絵
に
﹂
と
付
け
た
句
が
あ
る
︒
新
村
出
博
士
は
こ

れ
か
ら
﹃
伊
曽
保
物
語
﹄
の
﹁
獅
子
王
︑
羊
︑
牛
︑
野
牛
の
事
﹂
の
寓
話

を
想
像
さ
れ
て
い
る
が

(﹁
西
洋
文
学
の
嚆
矢
︱
︱
文
禄
旧
訳
の
伊
曽
保

物
語
︱
︱
﹂
)︑
あ
る
い
は
十
二
宮
の
﹁
獅
子
﹂﹁
野
牛
﹂
と
﹁
流
水
﹂
と

に
関
係
す
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か(17
)

︒
こ
れ
ら
は
西
洋
星
座
図
と
の
関
わ
り

が
考
え
ら
れ
る
名
で
あ
る
が
︑﹁
天
蝎
﹂
の
別
名
と
し
て
見
え
る
﹁
竜
﹂

は
中
国
古
来
の
天
文
思
想
に
基
づ
く
も
の
の
よ
う
で
あ
る
︒
新
城
新
蔵
著

﹃
こ
よ
み
と
天
文
﹄

(
昭
和
三
年

1
9
2
8
十
月
弘
文
堂
書
房
刊

p
1
8
1
)
に

次
の
よ
う
な
説
明
が
あ
る
︒

辰
は
本
来
は
﹁
民
に
時
の
早
晩
を
知
ら
す
た
め
に
観
察
す
る
標
準
の

星
﹂
と
い
ふ
意
味
の
星
で
あ
る
が
︑
仲
夏
五
月
の
節
を
正
す
た
め
の

目
標
と
な
つ
て
居
た
大
火

(蠍
座
の
一
等
星
)
が
︑
殷
の
時
代
を
通

じ
て
︑
時
節
を
正
す
た
め
の
最
も
主お

も
な
る
観
測
物
即
ち
辰
と
さ
れ

て
居
つ
た
の
で
︑
遂
に
辰
の
名
を
独
占
す
る
に
至
り
︑
辰
と
い
へ
ば

大
火
で
即
ち
五
月
の
星
で
あ
る
と
い
ふ
程
に
な
つ
て
居
つ
た
た
め
に
︑

辰
を
以
て
五
月
の
符
号
と
し
た
も
の
で
あ
る
︒
な
ほ
後
に
動
物
を
配

当
す
る
に
当
り
︑
辰
に
龍
を
配
当
し
た
の
は
︑
大
火

(
蠍
)
の
付
近

の
星
像
が
頗
る
著
し
き
形
で
︑
こ
れ
を
龍
な
る
仮
想
的
動
物
に
見
立

て
た
が
た
め
に
外
な
ら
ぬ
︒

さ
ら
に
﹃
二
儀
略
説
﹄
に
見
ら
れ
る
十
二
宮
名
に
は
和
名
と
の
関
係
で

注
目
さ
れ
る
も
の
が
あ
る
︒﹁
射
手
﹂
﹁
二
子
﹂
は
﹁
い
て
﹂﹁
ふ
た
ご
﹂

の
漢
字
表
記
で
あ
ろ
う
し
︑
あ
る
い
は
﹁
お
と
め
﹂
と
﹁
小
女
﹂
も
同
様

黄
道
十
二
宮
の
星
座
名
に
つ
い
て
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の
関
係
に
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
︒﹁
し
し
﹂﹁
て
ん
び
ん
﹂
は
漢
語
名
を

そ
の
ま
ま
用
い
た
も
の
で
あ
る
︒
さ
ら
に
﹁
羊
﹂﹁
牛
﹂﹁
蟹
﹂﹁
魚
﹂
は

﹁
白
羊
﹂﹁
金
牛
﹂﹁
巨
蟹
﹂﹁
大
魚
﹂
を
略
し
た
言
い
方
で
あ
る
と
す
る
と
︑

﹁
お
ひ
つ
じ
﹂﹁
お
う
し
﹂﹁
か
に
﹂
は
こ
の
略
称
と
関
係
す
る
も
の
と
思

わ
れ
る
︒﹁
さ
そ
り
﹂
と
﹁
天
蝎
﹂
も
同
様
で
あ
ろ
う
︒
た
だ
︑﹁
み
ず
が

め
﹂
の
名
は
﹃
二
儀
略
説
﹄
に
見
え
る
﹁
流
水
﹂
の
名
か
ら
は
出
て
こ
な

い
で
あ
ろ
う
か
ら
︑
こ
れ
の
み
は
密
教
あ
る
い
は
﹃
坤
輿
萬
国
全
図
﹄
に

見
え
る
﹁
宝
瓶
﹂
と
の
関
係
が
考
え
ら
れ
る
︒

以
上
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
と
す
れ
ば
︑
現
在
用
い
ら
れ
て
い
る
和
名

の
萌
芽
は
江
戸
時
代
初
期
に
は
認
め
ら
れ
る
と
言
え
そ
う
で
あ
る
︒
ち
な

み
に
﹁
○
○
宿
﹂
が
﹁
○
○
座
﹂
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
明
治

以
降
の
こ
と
と
思
わ
れ
る

(た
だ
し
︑﹁
星
座
﹂
と
い
う
名
は
﹃
史
記
﹄

の
天
官
書
に
既
に
見
え
る
)︒

3

-
3

第
三
の
在
華
イ
エ
ズ
ス
会
宣
教
師
に
よ
る
漢
訳
天
文
書
の
輸
入
に
よ
っ

て
得
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
は
︑
井
口
常
範
﹃
天
文
図
解
﹄

(元

禄
元
年
1
6
8
8
成
)
の
巻
一
に
載
せ
る
﹁
天
地
儀
﹂
の
図
の
黄
道
に
︑

白
羊
・
金
牛
・
双
兄
・
巨
蟹
・
獅
子
・
室
女
・
天
秤
・
天
蝎
・
人

馬
・
磨
羯
・
宝
瓶
・
双
魚

と
書
か
れ
て
あ
る
も
の
で
あ
る
︒
こ
れ
ら
の
宮
名
は
利
瑪
竇
の
﹃
坤
輿
萬

国
全
図
﹄
に
見
え
る
も
の
と
ま
っ
た
く
同
じ
で
あ
る
︒
た
だ
︑
日
本
で
は

在
華
イ
エ
ズ
ス
宣
教
師
の
伝
え
た
西
洋
天
文
学
の
知
識
は
第
1
節
に
引
用

し
た
游
子
六
の
﹃
天
経
或
問
﹄
(
康
煕
十
四
年

1
6
7
5？
序
)
に
依
る
の
が

一
般
で
あ
る
︒
﹃
天
経
或
問
﹄
は
方
密
之
の
序
に
よ
る
と
︑
イ
タ
リ
ア
人

宣
教
師
熊
三
抜

(
S
a
b
a
th
in
d
e
U
rsis)
に
西
洋
天
文
学
を
教
わ
っ
た
と

さ
れ
︑
本
文
に
は
利
瑪
竇
や
艾
儒
略

(
Ju
liu
s
A
e
n
i)
な
ど
の
著
作
か
ら

多
く
引
用
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
︒
こ
の
﹃
天
経
或
問
﹄
が
利
用
さ
れ

な
か
っ
た
の
は
﹃
坤
輿
萬
国
全
図
﹄
の
用
語
が
既
に
定
着
し
て
い
た
か
ら

で
あ
ろ
う
か
︑
西
川
正
休
に
よ
る
和
刻
本
﹃
天
経
或
問
﹄
が
出
さ
れ
た
の

は
享
保
十
五
年
1
7
3
0
の
こ
と
で
あ
る
︒﹃
天
経
或
問
﹄
に
見
え
る
名
称
は

﹃
明
史
﹄
に
見
え
る
も
の
と
同
じ
で
あ
り
︑
利
瑪
竇
﹃
坤
輿
萬
国
全
図
﹄

ま
た
井
口
常
範
﹃
天
文
図
解
﹄
は
﹁
双
兄
﹂
に
﹁
陰
陽
﹂
が
用
い
ら
れ
︑

﹁
室
女
﹂
に
﹁
双
女
﹂
が
用
い
ら
れ
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
︒

3

-
4

-
1

第
四
の
オ
ラ
ン
ダ
人
か
ら
直
接
に
︑
あ
る
い
は
オ
ラ
ン
ダ
語
で
書
か
れ

た
天
文
学
書
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
十
二
宮
の
知
識
の
例
は

黄
道
十
二
宮
の
星
座
名
に
つ
い
て

一
三



多
く
拾
う
こ
と
が
で
き
る
︒
管
見
に
入
っ
た
明
治
以
前
の
も
の
で
︑
十
二

宮
の
す
べ
て
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
も
の
を
年
代
順
に
列
挙
れ
ば
次
の
よ

う
に
な
る
︒

○
青
木
昆
陽
﹃
和
蘭
文
字
略
考
﹄

(延
享
三
年

1
7
4
6
成
)
巻
之
二
・

単
語
帳

白
羊
a
riu
s
ア
リ
ユ
ス

・
金
牛
ta
u
ru
s
タ
ウ
リ
ュ
ス

・
双
兄

g
e
n
in
i
ゲ
ミ
ニ

・
巨
蟹

ca
n
ce
r
カ
ン
セ
ル

・
獅
子

le
o
レ

オ

・
室
女

v
irg
o
ヒ
ル
コ

・
天
秤

lib
ra
リ
ブ
ラ

・
磨マ
マ

羯

sco
rb
iu
s
ス
コ
ル
ピ
ユ
ス

・
人
馬

sa
g
itta
riu
s
サ
ギ
ツ
タ
リ

ユ
ス

・
天マ
マ

蝎

ca
p
rico
rn
u
s
カ
プ
リ
コ
ル
ニ
ュ
ス

・
宝
瓶

a
q
u
a
riu
s
ア
ク
ワ
リ
ユ
ス

・
双
魚

p
isce
s
ピ
シ
セ
ス

※
﹁
磨
羯
﹂
と
﹁
天
蝎
﹂
の
名
を
誤
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
︒

○
後
藤
梨
春
﹃
紅
毛
談
﹄

(明
和
二
年
1
7
6
5
刊
)

○
子
の
方
を
お
ら
ん
だ
に
て
︑
あ
く
は
あ
り
よ
す
と
い
ふ
︑
お
ら
ん

だ
の
正
月
気
に
し
て
︑
日
本
冬
至
の
終
よ
り
大
寒
に
い
た
る
︑
其

形
壱
人
手
に
瓶
壺
を
挙あ
げ

て
︑
水
を
こ
ぼ
す
形
を
図
す
︑

○
か
あ
べ
る
︑
是
十
二
月
の
気
に
し
て
︑
日
本
大
雪
冬
至
の
節
に
当

れ
り
︑
其
形
野
牛

や

ぎ
う

の
形
を
図
せ
り
︑

○
さ
ぎ
た
あ
り
よ
す
︑
是
十
一
月
の
気
に
し
て
︑
日
本
の
立
冬
小
雪

の
間
に
当
れ
り
︑
其
形
壱
人
馬
上
に
︑
弓
矢
を
持
た
る
形
を
図
せ

り
︑

○
じ
ご
る
ひ
よ
す
︑
是
十
月
の
気
に
し
て
︑
日
本
秋
分
寒
露
に
相
当

る
︑
其
形
青
色
の
大
蚣
蝎

む
か
で

の
ご
と
き
大
虫
の
図
な
り
︑

○
り
ふ
ら
︑
是
九
月
の
気
に
し
て
︑
日
本
の
白
露
秋
分
の
終
に
当
れ

り
︑
其
形
金
銀
を
か
け
る
天
秤

て
ん
び
ん

の
形
を
図
画ぐ
は

す
︑

○
ひ
る
ご
︑
是
八
月
の
気
に
し
て
︑
日
本
大
暑
よ
り
処
暑
ま
で
に
当

れ
り
︑
其
形
双な
ら

べ
る
女
二
人
を
画
ゑ
が
き

た
る
形
な
り
︑

○
れ
を
︑
是
七
月
の
気
に
し
て
︑
日
本
の
大
暑
小
暑
の
節
な
り
︑
其

形
獅
子

し

し

の
形
を
画
す
︑

○
か
ん
け
る
︑
是
六
月
の
気
に
し
て
︑
日
本
芒
種
よ
り
夏
至
ま
で
に

当
れ
り
︑
其
形
赤
き
い
ろ
の
大
蟹
の
形
を
図
せ
り
︑

○
き
み
に
︑
是
五
月
の
気
に
し
て
︑
日
本
立
夏
小
満
の
節
に
当
れ
り
︑

其
形
双
児

ふ
た
ご

の
形
画
た
る
も
の
な
り
︑

○
た
う
り
す
︑
是
四
月
の
気
に
し
て
︑
日
本
の
清
明
穀
雨
の
節
に
当

れ
り
︑
其
形
異
形
な
る
牛
を
画
た
り
︑
○
あ
ヽ
り
や
す
︑
是
三
月

の
気
に
し
て
︑
日
本
啓
蟄
よ
り
春
分
の
節
に
当
れ
り
︑
其
形
白
き

黄
道
十
二
宮
の
星
座
名
に
つ
い
て

一
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羊
を
図
画
せ
り

○
ぴ
し
す
︑
是
二
月
の
気
に
し
て
︑
日
本
の
立
春
雨
水
の
節
に
相
当

れ
り
︑
其
形
二
魚
を
な
ら
べ
た
る
を
絵
図
せ
り
︑

是
十
二
に
て
︑
日
本
の
子
よ
り
亥
ま
で
の
十
二
支
に
相
当
れ
り
︑

○
三
浦
梅
園
﹃
帰
山
録
﹄

(安
永
七
年
1
7
7
8
成
)

白
羊
・
金
牛
・
双
兄
・
巨
蟹
・
獅
子
・
列
女
・
天
秤
・
天
蝎
・
人

馬
・
磨
羯
・
宝
瓶
・
双
魚

○
前
野
良
沢
﹃
和
蘭
訳
筌
﹄

(天
明
五
年
1
7
8
5
成
)

デ

タ
ワ
ァ
ル
フ

十
二

テ
ェ
ケ
ン

紀

ハ
ン

之

デ
ン

発

語
辞

ソ
ヂ
ア
カ

道

(即
黄
道
ノ
十
二
宮
ナ
リ
)

ア
リ
ウ
ス

白
羊

タ
ウ
ル
ス

金
牛

ゲ
ミ
ニ

双
女

カ
ン
セ
ル

巨
蟹

レ
オ

獅
子

ヒ
ル
ゴ

室
女

リ
ブ
ラ

天
秤

ス
コ
ル
ピ
オ

天
蠋

サ
ギ
タ
リ
ウ
ス

人
馬

カ
プ
リ
コ
ル
ヌ
ス

磨
羯

ア
ク
ワ

リ
ウ
ス

宝
瓶

ピ
ス
セ
ス

双
魚

○
本
木
良
永
﹃
星
術
本
原
太
陽
窮
理
了
解
新
制
天
地
二
球
用
法
記
﹄

(寛
政
四
年
1
7
9
0
成
)

白
羊
・
金
牛
・
双
兄
・
巨
蟹
・
獅
子
・
室
女
・
天
秤
・
天
蝎
・
人

馬
・
磨
羯
・
宝
瓶
・
双
魚

(
第
三
︑
四
︑
六
の
板
の
図
)

太
陽
は
北
方
の
六
宮
︑
白
羊
・
金
牛
・
双
兄
・
巨
蟹
・
獅
子
・
室

女
の
宮
を
通
行
し
て
︑
⁝

南
方
の
六
宮
︑
天
秤
・
天
蝎
・
人
馬
・
磨
羯
・
宝
瓶
・
双
魚
の
宮

を
通
行
し
て
︑
太
陽
は
白
羊
宮
の
初
点
H
の
符
号
の
所
に
視
る
な

り
︒

(
第
四
十
二
章
)

○
司
馬
江
漢
の
﹃
天
球
全
図
﹄
(
寛
政
八
年
1
7
9
6
刊
)

｢彼
国
ノ
法
ニ
シ
テ
黄
道
ノ
列
星
ヲ
十
二
ノ
宮
ト
名
ツ
ケ
テ
︑
則
十

二
宿
ニ
シ
テ
廿
八
宿
ノ
如
シ
﹂
と
あ
り
︑
図
に
次
の
星
座
名
が
書
き

こ
ま
れ
て
い
る
︒

白
羊
宮
・
金
牛
宮
・
陰
陽
宮
・
巨
蟹
宮
・
獅
子
宮
・
室
女
宮
・
天

秤
宮
・
天
蝎
宮
・
人
馬
宮
・
磨
羯
宮
・
宝
瓶
宮
・
双
魚
宮

○
中
島
中
良

(
熊
秀
英
)
﹃
蛮
語
箋
﹄

(
寛
政
十
年
1
7
9
8
成
)

白
羊
宮

春
分

戌

ア
リ
ウ
ス

黄
道
十
二
宮
の
星
座
名
に
つ
い
て

一
五



金
牛
宮

穀
雨

酉

タ
ウ
リ
ュ
ス

双
女
宮

小
満

申

ゲ
メ
ー
ニ

巨
蟹
宮

夏
至

未

カ
ン
ケ
ル

獅
子
宮

大
暑

午

レ
ヲ

室
女
宮

処
暑

巳

ヒ
ル
ゴ

天
秤
宮

秋
分

辰

リ
ブ
ラ

磨マ
マ

羯
宮

霜
降

卯

ス
コ
ル
ピ
ス

人
馬
宮

小
雪

寅

サ
ギ
ッ
タ
リ
ウ
ス

天マ
マ

蝎
宮

冬
至

丑

カ
プ
リ
コ
ル
ニ
ュ
ス

宝
瓶
宮

大
寒

子

ア
ク
ワ
リ
ウ
ス

双
魚
宮

雨
水

亥

ヒ
ス
セ
ス

※
こ
の
書
に
お
い
て
も
﹁
磨
羯
﹂
と
﹁
天
蝎
﹂
の
名
を
誤
っ
て

い
る
よ
う
で
あ
る
︒

○
本
田
利
明
﹃
西
域
物
語
﹄

(寛
政
十
年
1
7
9
8
成
)

欧
羅
巴
洲
諸
国
皆
此
頒
暦

第
一
月

三
十
一
日

廿

日

日
輪
入
于
宝
瓶
宮

日
本
十
二
月
中
気
入
日

第
二
月

平
年
二
十
八
日

閏
年
二
十
九
日

十
九
日

日
輪
入
于
双
魚
宮

日
本

正
月
中
気
入
日

第
三
月

三
十
一
日

廿
一
日

日
輪
入
于
白
羊
宮

日
本

二
月
中
気
入
日

第
四
月

三
十
日

廿

日

日
輪
入
于
金
牛
宮

日
本

三
月
中
気
入
日

第
五
月

三
十
一
日

廿
一
日

日
輪
入
于
陰
陽
宮

日
本

四
月
中
気
入
日

第
六
月

三
十
日

廿
一
日

日
輪
入
于
巨
蟹
宮

日
本

五
月
中
気
入
日

第
七
月

三
十
一
日

廿
三
日

日
輪
入
于
獅
子
宮

日
本

六
月
中
気
入
日

第
八
月

三
十
一
日

廿
三
日

日
輪
入
于
室
女
宮

日
本

七
月
中
気
入
日

第
九
月

三
十
日

廿
三
日

日
輪
入
于
天
秤
宮

日
本

八
月
中
気
入
日

第
十
月

三
十
一
日

廿
三
日

日
輪
入
于
天
羯
宮

日
本

九
月
中
気
入
日

第
十
一
月

三
十
日

廿
二
日

日
輪
入
于
人
馬
宮

日
本

十
月
中
気
入
日

黄
道
十
二
宮
の
星
座
名
に
つ
い
て
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第
十
二
月

三
十
一
日

廿
一
日

日
輪
入
于
磨
羯
宮

日
本
十
一
月
中
気
入
日

○
藤
林
普
山
の
﹃
訳
鍵
﹄
(文
化
七
年
1
8
1
0
序
)
星
座
の
記
号
は
略
す
︒

A
rru
is

O
o
m

白
羊

戌

T
a
u
riu
s

S
tie
r

金
牛

酉

G
e
m
in
j

T
w
e
e
lin
g

双
女

申

C
a
n
k
e
r

K
re
e
ft

巨
蟹

未

L
e
o

L
e
e
u
w

獅
子

午

V
irg
o

M
a
a
g
d

室
女

巳

L
ib
ra

W
a
a
g

天
秤

辰

S
o
h
o
rp
iu
s

S
o
o
rp
io
e
n

天
帰

卯

S
a
g
ita
riu
s

S
ch
ie
te
r

人
馬

寅

C
a
p
rico
rn
u
m

S
te
e
n
b
o
k

磨
羯

丑

A
q
u
a
riu
s

W
a
te
rm
a
n

宝
瓶

子

P
isce
s

V
issch
e
r

双
魚

亥

○
吉
雄
南
皐
﹃
遠
西
観
象
図
説
﹄
(文
政
六
年
1
8
2
3
刊
か
)

こ
の
書
で
は
オ
ラ
ン
ダ
語
名
が
示
さ
れ
て
い
る
︒
巻
上
の
﹁
国
字
類

音
﹂
か
ら
十
二
宮
名
を
抜
粋
す
る

(い
ろ
は
順
で
あ
る
︒
原
語
の
綴

り
は
引
用
者
が
付
し
た
も
の
で
あ
る
)
︒

白
羊
宮

は
く
よ
う
き
ゆ
う

ラ
ム

R
a
m

人
馬
宮

じ
ん
ば
き
ゆ
う

ス
キ
ュ
ツ
テ
ル

S
cu
ttr

宝
瓶
宮

ほ
う
へ
い
き
ゆ
う

ワ
ー
テ
ル
︑
マ
ン

W
a
te
rm
a
n

双
兄
宮

テ
ウ
ェ
ー
︑
リ
ン
ゲ
ン

T
w
e
e
lin
g
e
n

双
魚
宮

ヒ
ス
テ
ル

V
issch
e
r

磨
羯
宮

ス
テ
ー
ン
︑
ボ
ッ
ク

S
te
e
n
b
o
k

天
秤
宮

ワ
ー
ゲ

W
a
a
g

天
蝎
宮

ス
コ
ル
ピ
ユ
ー
ン

S
co
rp
io
e
n

金
牛
宮

ス
テ
ー
ル

S
tie
r

巨
蟹
宮

ケ
レ
ー
フ
ト

K
re
e
p
t

獅
子
宮

レ
ー
ウ

L
e
e
u
w

室
女
宮

マ
ー
グ
ド

M
a
a
g
d

○
佐
藤
信
淵
﹃
鎔
造
化
育
論
﹄
(
天
保
十
三
年
1
8
3
0
序
)

白
羊
・
金
牛
・
双
兄
・
巨
蟹
・
獅
子
・
室
女
・
天
秤
・
天
蝎
・
人

馬
・
磨
羯
・
宝
瓶
・
双
魚

黄
道
十
二
宮
の
星
座
名
に
つ
い
て
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○
賀
寿
麻
呂
大
人

(宇
田
川
榕
菴
)﹃
蘭
学
重
宝
記
﹄
(天
保
十
四
年

1
8
4
3？
)

W
a
te
r
m
a
n

宝
瓶

V
isse
r

双
魚

O
o
m

白
羊

S
tie
r

金
牛

T
w
e
e
lin
g

双
女

K
re
e
p
t

巨
蟹

L
e
e
u
w

獅
子

M
a
a
g
d

室
女

W
e
e
g

天
秤

S
co
rp
io
e
n

天
蝎

S
ch
ie
te
r

人
馬

S
te
e
n
b
o
k

磨
羯

○
川
本
幸
民
﹃
気
海
観
瀾
広
義
﹄

(嘉
永
三
年
1
8
5
0
序
)

太
陽
ハ
二
十
四
時
ゴ
ト
ニ
我
地
球
ヲ
一
周
シ
一
年
ニ
日
道
ヲ
一
巡

ス
ト
見
ユ
︒
故
ニ
此
時
節
ヲ
算
セ
ム
ガ
為
ニ
十
二
宮
ヲ
設
ケ
︑
三

十
日
ゴ
ト
ニ
一
宮
ヨ
リ
他
宮
ニ
移
ル
ト
シ
︑
毎
宮
ノ
間
ヲ
分
チ
テ

各
三
十
度
ト
ナ
ル
︒
太
陽
一
年
ニ
コ
レ
ヲ
一
巡
ス
ト
ナ
ス
︒
コ
レ

ヲ
以
テ
毎
日
太
陽
ノ
所
距
各
地
太
陽
ノ
高
低
ト
四
時
ノ
変
ア
ル
コ

ト
ヲ
察
ス
ベ
シ
︒
即
三
月
二
十
一
日
太
陽
白
羊
宮
ニ
ア
リ
︒
コ
レ

ヲ
春
ノ
始
ト
シ
︑
四
月
二
十
日
ニ
金
牛
宮
︑
五
月
二
十
一
ニ
双
女

宮
ニ
ア
リ
︒
而
シ
テ
六
月
二
十
二
日
︿
或
ハ
二
十
四
日
ト
イ
フ
﹀

ニ
巨
蟹
宮
ニ
至
ル
︒
コ
レ
ヲ
夏
ノ
始
ト
シ
︑
七
月
二
十
三
日
ニ
獅

子
宮
︑
八
月
二
十
四
日
ニ
室
女
宮
ニ
ア
リ
︒
九
月
二
十
三
日
︿
或

ハ
二
十
二
日
ト
イ
フ
﹀
ニ
天
秤
宮
ニ
至
ル
︒
コ
レ
ヲ
秋
ノ
始
ト
シ
︑

十
月
二
十
四
日
ニ
天
蝎
宮
︑
十
一
月
二
十
三
日
ニ
人
馬
宮
ニ
ア
リ
︑

十
二
月
二
十
二
日
ニ
磨
羯
宮
ニ
至
ル
︒
コ
レ
ヲ
冬
ノ
始
ト
ス
︒
第

一
月
二
十
日
ニ
宝
瓶
宮
︑
二
月
十
九
日
ニ
双
魚
宮
ニ
ア
リ
︒
白
羊

宮
ハ
赤
道
ノ
中
ニ
ア
リ
︑
天
秤
宮
ハ
其
東
ニ
ア
リ
︒
太
陽
ヲ
コ
ゝ

ニ
至
レ
バ
昼
夜
其
長
サ
ヲ
同
ス
︒
コ
レ
ヲ
昼
夜
平
点
ト
名
ヅ
ク
︒

磨
羯
宮
ト
巨
蟹
宮
ト
ハ
回
帰
点
ナ
リ
︒
磨
羯
ヨ
リ
双
女
ニ
至
ル
マ

デ
太
陽
南
ヨ
リ
昇
ル
︒
故
ニ
此
六
宮
ヲ
昇
宮
ト
名
ヅ
ク
︒
以
テ
他

ノ
六
ノ
降
宮
ト
名
ヅ
ク
ル
者
ニ
分
カ
ツ
︒
白
羊
以
下
六
宮
ハ
赤
道

ノ
北
ニ
ア
リ
︒
天
秤
以
下
ノ
六
宮
ハ
其
南
ニ
ア
ル
ナ
リ
︒
此
十
二

宮
ハ
曽
テ
星
ノ
聚
マ
レ
ル
者
ヲ
標
的
ト
シ
︑
諸
物
ノ
名
ノ
仮
用
シ
︑

コ
レ
ヲ
弁
別
シ
易
カ
ラ
シ
メ
ム
︒
猶
都
下
ノ
街
区
ニ
諸
般
ノ
名
ヲ

黄
道
十
二
宮
の
星
座
名
に
つ
い
て

一
八



命
ズ
ル
ガ
ゴ
ト
シ
︒

(巻
四
・
天
体
)

3

-
4

-
2

前
節
に
列
挙
し
た
蘭
学
者
の
著
作
に
見
え
る
十
二
宮
の
原
語
が
ラ
テ
ン

語
か
ら
オ
ラ
ン
ダ
語
に
次
第
に
変
化
し
て
い
る
が
︑
そ
の
こ
と
に
つ
い
て

は
今
は
措
き
︑
宛
て
ら
れ
て
い
る
漢
名
を
表
に
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る

(漢
名
の
見
え
な
い
﹃
紅
毛
談
﹄
は
省
く
)︒

『明
史
﹄
や
游
子
六
の
﹃
天
経
或
問
﹄︑
ま
た
西
川
如
見
の
﹃
両
儀
集

説
﹄︑
西
川
正
休
の
﹃
大
略
天
学
名
目
鈔
﹄
に
見
え
る
名
称
と
利
瑪
竇
の

﹃
坤
輿
萬
国
全
図
﹄
ま
た
井
口
常
範
の
﹃
天
文
図
解
﹄
に
見
ら
れ
る
名
称

と
の
違
い
は

G
e
m
in
i
の
﹁
双
兄
﹂
と
﹁
陰
陽
﹂︑
V
irg
o
の
﹁
双
女
﹂
と

﹁
室
女
﹂
に
あ
っ
た
︒﹁
室
女
﹂
の
名
を
用
い
て
い
る
点
で
蘭
学
者
た
ち
の

黄
道
十
二
宮
の
星
座
名
に
つ
い
て

一
九

文

字

・

帰

山

・

訳

筌

・

星

術

・

全

図

・

蛮

語

・

西

域

・

訳

鍵

・

観

象

・

鎔

造

・

蘭

学

・

気

海

1
7
4
3

1
7
8
5

1
7
7
8

1
7
9
0

1
7
9
6

1
7
9
8

1
7
9
8

1
8
1
0

1
8
2
3

1
8
3
0

1
8
4
3

1
8
5
0

A
rr

白
羊

白
羊

白
羊

白
羊

白
羊

白
羊

白
羊

白
羊

白
羊

白
羊

白
羊

白
羊

T
a
u

金
牛

金
牛

金
牛

金
牛

金
牛

金
牛

金
牛

金
牛

金
牛

金
牛

金
牛

金
牛

G
e
m

双
女

双
兄

双
女

双
兄

陰
陽

双
女

陰
陽

双
女

双
兄

双
兄

双
女

双
女

C
a
n

巨
蟹

巨
蟹

巨
蟹

巨
蟹

巨
蟹

巨
蟹

巨
蟹

巨
蟹

巨
蟹

巨
蟹

巨
蟹

巨
蟹

L
e
o

獅
子

獅
子

獅
子

獅
子

獅
子

獅
子

獅
子

獅
子

獅
子

獅
子

獅
子

獅
子

V
ir

室
女

列
女

室
女

室
女

室
女

室
女

室
女

室
女

室
女

室
女

室
女

室
女

L
ib

天
秤

天
秤

天
秤

天
秤

天
秤

天
秤

天
秤

天
秤

天
秤

天
秤

天
秤

天
秤



多
く
は
利
瑪
竇
の
﹃
坤
輿
萬
国
全
図
﹄
系
の
名
称
を
用
い
て
い
る
と
言
え

る
︒
し
か
し
︑﹁
双
兄
﹂
で
は
な
く
出
自
不
明
の
﹁
双
女
﹂
を
用
い
て
い

る
者
が
多
い
の
は
︑
何
ら
か
の
理
由
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
︑
い
ま
だ
明

ら
か
に
し
え
な
い
︒

(﹁
双
女
﹂
は
﹃
明
史
﹄
な
ど
で
は
異
な
る
星
座
の

V
irg
o
の
名
と
し
て
用
い
て
い
た
も
の
で
あ
っ
た
)︒﹁
双
兄
﹂
は
ギ
リ

シ
ャ
神
話
で
は

G
e
m
in
i
は
男
の
双
子
で
あ
り
︑
西
洋
の
星
座
に
も
そ
の

よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
︒
司
馬
江
漢
と
本
田
利
明
が
﹃
明

史
﹄
な
ど
に
倣
っ
て
﹁
陰
陽
﹂
を
用
い
て
い
る
が
︑
後
に
司
馬
江
漢
は

﹁
双
兄
﹂
を
用
い
る
よ
う
に
な
る

(﹃
刻
白
天
文
図
解
﹄
)︒﹁
陰
陽
﹂
の
名

は
︑﹃
密
教
辞
典
﹄
に
﹁
夫
婦
宮
﹂﹁
男
女
宮
﹂
の
異
称
が
あ
る
こ
と
を
紹

介
し
て
い
る
が
︑
﹁
陰
陽
﹂
の
名
も
同
様
の
思
想
的
背
景
か
ら
考
え
ら
れ

た
名
で
あ
ろ
う
が
︑
蘭
学
者
た
ち
は
こ
れ
を
嫌
っ
た
よ
う
で
あ
る
︒﹃
帰

山
録
﹄
に
﹁
列
女
﹂
と
す
る
の
は
彼
等
が
見
た
星
座
の
像
が
﹁
其
形
双な
ら

べ

る
女
二
人
を
画
ゑ
が
き

た
る
形
﹂
(﹃
紅
毛
談
﹄
)
で
あ
っ
た
か
ら
と
思
わ
れ
る
︒

と
も
あ
れ
︑
蘭
学
者
た
ち
は
蘭
語
か
ら
新
た
な
訳
語
を
創
出
す
る
こ
と

な
く
︑
既
に
存
在
し
た
漢
名
を
利
用
し
て
い
る
こ
と
は
注
目
し
て
お
き
た

い
︒

4

現
在
日
本
で
用
い
ら
れ
て
い
る
星
座
名
の
和
名
の
成
立
に
つ
い
て
は
先

黄
道
十
二
宮
の
星
座
名
に
つ
い
て

二
〇

文

字

・

帰

山

・

訳

筌

・

星

術

・

全

図

・

蛮

語

・

西

域

・

訳

鍵

・

観

象

・

鎔

造

・

蘭

学

・

気

海

1
7
4
3

1
7
8
5

1
7
7
8

1
7
9
0

1
7
9
6

1
7
9
8

1
7
9
8

1
8
1
0

1
8
2
3

1
8
3
0

1
8
4
3

1
8
5
0

S
co

磨マ
マ

羯

天
蠋

天
蠋

天
蝎

天
蝎

磨マ
マ

羯

天
蝎

天
蝎

天
蝎

天
蝎

天
蝎

天
蝎

S
a
g

人
馬

人
馬

人
馬

人
馬

人
馬

人
馬

人
馬

人
馬

人
馬

人
馬

人
馬

人
馬

C
a
p

天マ
マ

羯

磨
羯

磨
羯

磨
羯

磨
羯

天マ
マ

蝎

磨
羯

磨
羯

磨
羯

磨
羯

磨
羯

磨
羯

A
q
u

宝
瓶

宝
瓶

宝
瓶

宝
瓶

宝
瓶

宝
瓶

宝
瓶

宝
瓶

宝
瓶

宝
瓶

宝
瓶

宝
瓶

P
is

双
魚

双
魚

双
魚

双
魚

双
魚

双
魚

双
魚

双
魚

双
魚

双
魚

双
魚

双
魚



に
述
べ
た
が
︑
漢
名
の
源
流
は
ど
こ
に
あ
る
の
だ
ろ
う
︒
改
め
て
そ
の
現

在
の
漢
名

(A
)
と
﹃
明
史
﹄
ま
た
﹃
天
経
或
問
﹄
に
見
ら
れ
る
も
の

(B
)︑
利
瑪
竇
の
﹃
坤
輿
萬
国
全
図
﹄
に
見
ら
れ
る
も
の

(C
)︑
お
よ

び
蘭
学
資
料
の
う
ち
で
最
も
新
し
い
川
本
幸
民
﹃
気
海
観
瀾
広
義
﹄
に
見

ら
れ
る
も
の

(D
)
を
並
べ
て
掲
げ
れ
ば
次
の
と
お
り
で
あ
る
︒

︻
A
︼
白
羊
・
金
牛
・
双
児
・
巨
蟹
・
獅
子
・
処
女
・
天
秤
・
天
蝎
・

人
馬
・
磨
羯
・
宝
瓶
・
双
魚

︻
B
︼
白
羊
・
金
牛
・
陰
陽
・
巨
蟹
・
獅
子
・
双
女
・
天
秤
・
天
蝎
・

人
馬
・
磨
羯
・
宝
瓶
・
双
魚

︻
C
︼
白
羊
・
金
牛
・
双
兄
・
巨
蟹
・
獅
子
・
室
女
・
天
秤
・
天
蝎
・

人
馬
・
磨
羯
・
宝
瓶
・
双
魚

︻
D
︼
白
羊
・
金
牛
・
双
女
・
巨
蟹
・
獅
子
・
室
女
・
天
秤
・
天
蝎
・

人
馬
・
磨
羯
・
宝
瓶
・
双
魚

こ
の
対
照
表
に
よ
れ
ば
︑
特
定
の
書
物
を
限
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
︒

い
ず
れ
に
拠
っ
た
と
し
て
も
︑﹁
双
児
﹂
と
﹁
処
女
﹂
の
名
は
︑
明
治
以

降
に
和
名
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る

(﹃
二
儀
略
説
﹄
に

は
﹁
二
子
宿
﹂﹁
小
女
宿
﹂
と
あ
っ
た
)︒

と
こ
ろ
で
︑
先
に
触
れ
て
お
く
べ
き
で
あ
っ
た
が
︑﹁
十
二
宮
﹂
と
い

う
名
は
密
教
で
既
に
成
立
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
︒
蘭
学
者
は
そ
れ
を

T
w
a
a
lf
te
e
k
e
n
e
n
v
a
n
d
e
z
o
d
ia
a
k
の
訳
と
し
て
用
い
て
い
る
︒
前
野

良
沢
の
﹃
和
蘭
訳
筌
﹄
に
﹁
デ

タ
ワ
ァ
ル
フ

十
二

テ
ェ
ケ
ン

紀

ハ
ン

之

デ
ン

発
語
辞

ソ
ヂ
ア
カ

道

(
即
黄
道
ノ
十
二
宮
ナ
リ
)﹂

と
あ
り
︑﹃
蛮
語
箋
﹄
に
も
﹁
十
二
宮

ト
ワ
ル
フ
︑
テ
ー
ケ
ン
﹂
と
見

え
︑﹃
遠
西
観
象
図
説
﹄
の
﹁
国
字
類
音
﹂
(巻
上
)
に
も
﹁
十
二
宮

ト

ワ
ー
ル
フ
︑
テ
ー
ケ
ネ
ン
︑
ハ
ン
︑
デ
︑
サ
ヂ
ヤ
ク
﹂
と
見
え
る
︒
ま
た
︑

﹃
元
和
航
海
書
﹄
に
﹁
十
二
獣
ノ
名
﹂
と
あ
っ
た
が
︑
十
二
宮
を
獣
帯
と

も
言
う
︒
こ
れ
は
オ
ラ
ン
ダ
語
か
ら
の
直
訳
の
よ
う
で
あ
る
︒﹃
遠
西
観

象
図
説
﹄
の
﹁
国
字
類
音
﹂
に
﹁
獣
帯

ヂ
ー
レ
ン
︑
リ
ー
ム

年
圏
の

別
名
﹂
と
あ
る

(
D
ie
re
n
rie
m
の

d
ie
r
は
動
物
︑
獣
︒
rie
m
は
動
物
な

ど
を
つ
な
ぐ
革
ひ
も
の
意
で
あ
る
)
︒
こ
の
獣
帯
は
後
に
英
語
の

Z
o
d
ic

の
訳
と
し
て
も
用
い
ら
れ
た
︒
D
ie
re
n
rie
m
獣
帯
の
名
は
星
座
の
形
の

多
く
が
獣
で
あ
る
こ
と
か
ら
き
た
も
の
だ
が
︑﹃
蘭
学
重
宝
記
﹄
に
は
︑

天
学
家
︑
黄
道
を
十
二
に
分
て
十
二
宮
と
名
く
︒
太
陽
の
躔
度
を
定

ん
が
為
な
り
︒
毎
宮
を
生
類
の
形
に
像
れ
り
︒
又
記
号
を
作
て
其
名

に
代
へ
書
す
︒
こ
れ
唯
記
憶
し
易
き
に
取
る
の
み
︒
実
に
天
上
に
如

黄
道
十
二
宮
の
星
座
名
に
つ
い
て

二
一



此
も
の
あ
る
に
あ
ら
ず
︒
然
れ
ど
も
其
名
と
命
ず
る
拠
な
き
に
あ
ら

ず
︒
た
と
へ
ば
羊
の
游
牡

さ
か
る

す
る
比
︑
太
陽
の
躔
る
宮
を
白
羊
宮
と
名

け
︑
牛
の
游
牡
す
る
比
︑
太
陽
の
躔
る
宮
を
金
牛
宮
と
名
る
が
如
し
︒

太
陽
宝
瓶
宮
に
躔
る
時
を
冬
至
と
し
︑
獅
子
宮
に
躔
る
時
を
夏
至
と

す
︒

と
あ
る
︒
A
rru
is
(白
羊
宮
)︑
T
a
u
riu
m

(金
牛
宮
)
の
命
名
の
由
来

を
こ
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
蘭
書
が
当
時
伝
来
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う

か
︒
A
q
u
a
riu
s
(水
瓶
宮
)
の
名
も
︑
星
座
発
祥
の
地
の
メ
ソ
ポ
タ
ミ

ア
地
方
で
は
太
陽
が
そ
の
付
近
を
通
過
す
る
頃
が
雨
期
で
あ
っ
た
こ
と
か

ら
そ
の
名
が
付
け
ら
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
︒

お
わ
り
に

本
田
利
明
の
﹃
西
域
物
語
﹄
に
﹁
日
本
の
人
︑
中
人
以
上
の
人
と
い
へ

ど
も
︑
星
の
事
抔な
ど

は
一
向
に
心
を
不
レ

寄
︑
甚
き
に
至
て
は
星
は
雨
の
降

る
穴
与か

と
思
ふ
も
間
々
有
﹂
と
あ
る
︒
そ
れ
か
ら
二
世
紀
余
り
︑
現
代
に

お
い
て
は
︑
星
を
雨
の
降
る
穴
と
見
る
よ
う
な
人
は
い
な
い
で
あ
ろ
う
し
︑

星
座
を
天
球
に
貼
り
付
い
た
も
の
と
思
っ
て
い
る
人
も
い
な
い
で
あ
ろ
う
︒

今
日
の
天
文
学
は
高
度
に
進
歩
し
て
い
る
︒
天
体
現
象
を
見
た
ま
ま
に
説

明
し
た
幾
何
学
的
天
文
学
は
十
七
世
紀
ま
で
の
こ
と
で
あ
り
︑
そ
の
後
は

ニ
ュ
ー
ト
ン
の
力
学
か
ら
発
展
し
た
天
体
力
学
や
精
密
機
械
に
よ
る
観
測

天
文
学
へ
と
変
化
し
︑
現
在
で
は
電
波
や
X
線
を
使
っ
て
︑
宇
宙
の
構
造

や
生
成
ま
で
考
え
る
ま
で
に
な
っ
て
い
る
︒
そ
こ
で
は
全
天
に
存
在
す
る

大
小
の
恒
星
を
可
能
な
限
り
書
き
込
ん
だ
星
図
が
用
い
ら
れ
こ
と
は
あ
っ

て
も
︑
目
に
付
く
い
く
つ
か
の
星
を
選
ん
で
絵
模
様
を
描
い
た
星
座
図
は

あ
ま
り
に
素
朴
に
過
ぎ
︑
過
去
の
遺
物
で
あ
る
よ
う
に
見
え
る
︒
に
も
か

か
わ
ら
ず
︑
我
々
は
夜
空
を
仰
い
で
は
耀
く
星
を
線
で
結
び
︑
あ
の
絵
模

様
を
頭
の
中
に
描
い
て
み
る
の
は
な
ぜ
だ
ろ
う
︒
い
か
に
科
学
が
進
ん
で

も
人
の
運
命
を
明
ら
か
に
し
え
な
い
か
ぎ
り
︑
星
占
い
は
廃
れ
る
こ
と
は

な
い
で
あ
ろ
う
と
言
わ
れ
る
︒
星
座
も
ま
た
忘
れ
去
ら
れ
る
こ
と
は
な
い

で
あ
ろ
う
︒
し
か
し
︑
そ
の
理
由
は
異
な
る
も
の
と
思
わ
れ
る
︒
宇
宙
の

始
ま
り
や
構
造
を
考
え
る
現
代
天
文
学
に
我
々
は
俗
塵
を
離
れ
た
壮
大
な

ロ
マ
ン
を
感
じ
る
が
︑
我
々
は
同
様
の
も
の
を
感
じ
な
が
ら
星
座
を
見
上

げ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
︒
紀
元
前
三
千
年
頃
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
地
方
の

羊
飼
い
た
ち
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
黄
道
十
二
星
座
な
ど
の
原
型
は
ギ
リ

シ
ャ
に
伝
え
ら
れ
︑
ギ
リ
シ
ャ
神
話
と
結
び
つ
い
て
︑
夜
空
に
は
神
々
の

物
語
が
溢
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
︒
今
も
昔
も
同
じ
よ
う
な
思
い
を
託
し
て

我
々
は
夜
空
を
見
上
げ
つ
づ
け
て
い
る
よ
う
で
あ
る
︒

黄
道
十
二
宮
の
星
座
名
に
つ
い
て

二
二



︽
注
︾

(1
)

十
二
の
領
域

(星
座
)
は
﹁
宮
﹂
と
も
﹁
宿
﹂
と
も
呼
ば
れ
︑
ま
た

﹁
座
﹂
と
も
呼
ば
れ
る
︒
そ
の
区
別
を
向
井
元
升
の
﹃
乾
坤
弁
説
﹄

(明
暦
二
年
1
6
5
6
成
)
は
次
の
よ
う
に
説
明
す
る

(貞
巻
・
第
二
十
六

﹁
星
辰
之
数
并
其
光
相
之
事
﹂
)︒

弁
説
︑
右
南
蛮
学
士
の
説
如
レ

是
︑
其
云
︑
四
十
八
宿
と
は
四
十
八

座
な
る
べ
し
︒
儒
家
︑
暦
家
に
宿
と
云
は
︑
日
月
運
行
の
道
に
列
た

る
二
十
八
を
宿
と
云
ふ
也
︒
此
外
は
皆
座
と
云
也
︒
日
月
運
行
の
道

理
を
十
二
宿
と
す
る
は
︑
十
二
月
に
応
じ
て
云
也
︑
是
も
儒
に
は
宿

と
は
不
レ

云
︑
宮
と
云
也
︒
然
れ
ど
も
宮
も
似
た
る
こ
と
な
る
べ
し
︒

然
る
に
一
宮
は
三
十
度
あ
り
︑
則
一
回
十
二
宮
也
︒
此
十
二
宮
の
間

に
列
り
た
る
星
二
十
八
座
あ
り
︑
是
二
十
八
宿
也
︒
二
十
八
座
の
星

は
其
宿
の
主
人
の
ご
と
く
︑
日
月
五
星
の
其
所
を
運
行
す
る
に
往
来

の
客
の
ご
と
し
︒

な
お
二
十
八
宿
以
外
の
一
般
の
星
座
は
﹁
天
官
﹂﹁
星
官
﹂
な
ど
と
も

呼
ば
れ
た
︒

(2
)
た
だ
し
︑
地
球
の
自
転
軸
が
二
万
六
千
年
を
周
期
と
し
て
移
動
す
る
歳

差
の
た
め
現
在
で
は
星
座
と
そ
の
領
域
の
対
応
に
ズ
レ
が
生
じ
て
い
る
︒

(3
)
大
崎
正
次
著
﹃
中
国
の
星
座
の
歴
史
﹄
(雄
山
閣
︑
昭
和
六
十
二
年

1
9
8
7
五
月
刊
)
p
1
0
0

(4
)
村
上
忠
敬
著
﹃
天
文
学
史
﹄
(山
雅
房
︑
昭
和
十
八
年

1
9
4
3
七
月
刊
)

p
2
0

(5
)
同
右
p
3
1

(6
)
高
田
修
﹁
東
寺
の
両
界
マ
ン
ダ
ラ
﹂
(﹃
佛
教
藝
術
﹄
47
︑
昭
和
三
十
六

年
1
9
6
1
十
一
月
発
行
)

(7
)
村
上
忠
敬
著
﹃
天
文
学
史
﹄
注
(
4
)
口
絵

(8
)
石
元
泰
博
著
﹃
両
界
曼
荼
羅

東
寺
蔵
国
宝
﹁
伝
真
言
院
両
界
曼
荼
羅
﹂

の
世
界
﹄
平
凡
社
︑
平
成
二
十
三
年
2
0
1
1
十
一
月
刊
)

(9
)
村
上
修
一
著
﹃
日
本
陰
陽
道
史
話
﹄
(
大
坂
書
籍
館
︑
昭
和
六
十
二
年

1
9
8
7
二
月
刊
)
第
八
章
﹁
密
教
と
陰
陽
道
﹂

(10
)
野
尻
抱
影
編
﹃
星
座
﹄
(
恒
星
社
厚
生
閣

1
9
8
2
.
3
刊
)
巻
頭
図
版
Ⅷ
︒

こ
の
星
曼
荼
羅
に
つ
い
て
は
同
書
に
収
め
ら
れ
て
い
る
藪
内
清
﹁
中

国
・
朝
鮮
・
印
度
の
星
座
﹂
に
詳
し
い
が
︑
い
つ
頃
の
も
の
か
は
未
詳

の
よ
う
で
あ
る
︒

(11
)
村
上
修
一
著
﹃
日
本
陰
陽
道
史
話
﹄

注
(
8
)
第
八
章
﹁
密
教
と
陰

陽
道
﹂

(12
)
ち
な
み
に
︑
回
回
暦

(イ
ス
ラ
ム
暦
)
法
お
よ
び
ア
ラ
ビ
ア
天
文
学
を

中
国
に
紹
介
し
た
貝
淋

(
?-
1
4
9
0
)
の
﹃
七
政
推
歩
﹄

(明
・
憲
宗
成

化
十
三
年

1
4
7
7
成
)
に
は
黄
道
付
近
の
星
座
と
し
て
﹁
双
魚
・
白

羊
・
海
獣
・
金
牛
・
人
・
陰
陽
・
巨
蟹
・
獅
子
・
双
女
・
天
秤
・
天

蝎
・
人
蛇
・
人
馬
・
磨
羯
・
宝
瓶
﹂
の
十
五
座
が
見
え
る

(陳
久
金

﹁
貝
淋
与
︽
七
政
推
歩
︾
﹂﹃
宁
夏
社
会
科
学
﹄
一
九
九
一
年
第
一
期
に

よ
る
)︒

黄
道
十
二
宮
の
星
座
名
に
つ
い
て

二
三



(13
)
野
尻
抱
影
編
﹃
星
座
﹄
第
Ⅴ
章
﹁
中
国
・
朝
鮮
・
日
本
・
印
度
の
星

座
﹂︹
藪
内
清
著
︺
p
1
4
7
.
ま
た
︑
藤
井
譲
治
・
杉
山
正
明
・
金
子
章

裕
編
﹃
大
地
の
肖
像
﹄
第
十
四
章
﹁
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
楊
子
器
図
の

展
開
﹂︹
井
上
充
幸
著
︺
p
2
8
4
.

(14
)
｢野
牛
の
角
の
宿
﹂
は
﹁
野
牛
の
宿
の
角
﹂
の
誤
り
で
は
な
い
か
と
思

わ
れ
る
︒
か
つ
て
は
恒
星
を
指
示
す
る
時
に
は
﹁
乙
女
の
持
て
る
麦
の

穂
﹂﹁
オ
リ
オ
ン
の
帯
﹂
な
ど
と
い
っ
た
言
い
方
が
な
さ
れ
て
い
た
︒

(15
)
石
田
五
郎
著
﹃
天
文
屋
渡
世
﹄

(み
す
ず
書
房
2
0
1
1
.
1
)
P
2
5

(16
)
尾
原
悟
訳
著
﹁
ペ
ド
ロ
・
ゴ
メ
ス
著
﹁
天
球
論
﹂
(試
訳
)﹂
(﹃
キ
リ
シ

タ
ン
研
究
﹄
第
十
輯
吉
川
弘
文
館
昭
和
四
十
年
1
9
6
5
三
月
発
行
)︑
広

瀬
秀
雄
﹁
小
林
謙
貞
と
二
儀
略
説
﹂
(日
本
思
想
大
系
63
﹃
近
世
科
学

思
想
下
﹄
解
題
)
な
ど
︒

(17
)
付
け
句
の
作
者
の
長
頭
丸
に
は
北
村
季
吟
の
﹃
山
の
井
﹄
に
﹁
あ
り
し

だ﹅

い﹅

う﹅

す﹅

雪
き
や
せ
け
ふ
の
雪
﹂
の
句
も
あ
り

(﹁
だ
い
う
す
﹂
は

D
e
u
s︹
神
・
天
主
︺
)︑
松
永
貞
徳
は
﹃
排
耶
蘇
﹄
で
知
ら
れ
る
慶
長

十
一
年

1
6
0
6
の
儒
学
者
林
道
春
と
改
宗
禅
僧
不
干
ハ
ビ
ア
ン
と
の
対

論
の
仲
介
者
で
あ
っ
た
︒

︻
附
記
︼
初
校
後
︑
大
槻
玄
沢
の
﹃
畹
港
漫
録
﹄
(天
明
元
年

1
7
8
1～
寛
政

五
︑
六
年

1
7
9
3
,
4
成
)
の
巻
之
一
に
(ラ
テ
ン
語
名
︑
オ
ラ
ン
ダ

語
名
は
略
す
)
︑

白
羊

金
牛

陰
陽

巨
蟹

獅
子

処
女

(右
在
赤
道
以
北

者
)

天
秤

摩
毅

人
馬

天
羯

宝
瓶

双
魚

(
右
在
赤
道
以
南

者
)

と
あ
る
の
に
気
づ
い
た
︒﹁
陰
陽
﹂﹁
処
女
﹂︑
特
に
﹁
処
女
﹂
の
名

は
和
名
と
の
関
係
で
注
目
さ
れ
る
︒

黄
道
十
二
宮
の
星
座
名
に
つ
い
て

二
四


